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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下のＡおよびＢの混合物を含む除草組成物。
Ａ．下記式（Ｉ）の除草活性を有する化合物：
【化１】

　式中、Ｖは下記（Ｖ１）および（Ｖ３）から成る群から選ばれる基であり；
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【化２】

（式中、記号およびインデックスは以下の意味を有する；
　Ｒは水素であり；
　Ｒ1はシクロプロピルであり；
　Ｒ6はヒドロキシルである）；そして
　Ｚは（Ｚ２）の基である；

【化３】

（式中、記号およびインデックスは以下の意味を有する：
　Ｒ11は水素であり；
　Ｒ12はメチルであり；
　ｒは２であり；
　ｔは２であり；
　Ｘ1はＣＨＯＣＨ3であり；
　Ｘ2はＳＯ2である；
ならびに
Ｂ．下記ａ）～ｄ）から成る群から選ばれる毒性緩和剤：
ａ）下記式の化合物：

【化４】

ｂ）下記式の化合物：
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【化５】

ｃ）下記式の化合物：
【化６】

および
ｄ）下記式の化合物：

【化７】

【請求項２】
　除草剤：毒性緩和剤の重量比が１：１００から１００：１である請求項１に記載の除草
組成物。
【請求項３】
　さらなる除草剤を含む請求項１または２に記載の除草組成物。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれかに記載の除草組成物を、有害な植物、有益な植物、前記植物
の種子または前記植物が成育している領域に適用することからなる作物中の有害な植物を
制御する方法。
【請求項５】
　前記植物がトウモロコシ、コムギ、ライムギ、オオムギ、エンバク、コメ、モロコシ、
綿花およびダイズから成る群から選ばれる、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記植物が遺伝子工学によって操作されている請求項４または５に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、作物保護生成物、特に除草剤／解毒剤配合物(活性物質／毒性緩和剤配合物)で
あって、有用な植物の中で有害な植物が競合する場合の使用に極めて適している。
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【０００２】
【従来技術】
ｐ－ヒドロキシフェニルピルベートジオキシゲナーゼ(ＨＰＰＤＯ)を抑制する最近の除草
活性をもつ物質のいくつかは非常に有用な性状を有し、極めて低い使用割合で広範囲の細
葉雑草および広葉雑草に対して使用できる(例えば以下を参照されたい：M.P. Prisbylla 
et al., Brighton Crop Protection Conference-Weeds(1993), 731-738)。
【０００３】
しかしながら、これらの極めて効果的な活性物質の多くは、いくつかの重要な作物(例え
ばトウモロコシ、コメ、または穀類)に完全には適合しないので、それらの使用は厳密に
制限される。ある種の作物では、したがってそれらを使用できないか、または有害な植物
に対する所望の広範囲の除草効果が保証できない低い使用割合で用いられる。特に、上記
の除草剤の多くは、トウモロコシ、コメ、穀類または他のいくつかの作物では有害な植物
に対して完全には選択的に用いることができない。
【０００４】
これらの欠点を克服するために、いわゆる毒性緩和剤または解毒剤を配合して除草活性物
質を使用することが知られている。本発明の目的のための毒性緩和剤は、有害植物に対す
る除草作用を実質的に低下させることなく、有用な植物に対する除草剤の植物毒性特性を
代償するか、または低下させる化合物または化合物の混合物である。
ＷＯ ９６／２１３５７では、ある種の４－ベンゾイルイソオキサゾールおよび２－シア
ノ－１,３－ジオンと種々の毒性緩和剤(とりわけハロアルカン酸アミド、芳香族オキシム
および１,８－ナフタル酸無水物)との配合物が開示されている。ＥＰ－Ａ ０ ５５１ ６
５０では、特定のベンゾイルシクロヘキサンジオンと種々の毒性緩和剤とのいくつかの配
合物が開示されている。ＥＰ－Ａ ０ ２９８ ６８０は、ベンゾイルシクロヘキサンジオ
ンとハロアルカン酸アミド、芳香族オキシム、チアゾールカルボン酸アミドおよび１,８
－ナフタル酸無水物から成る群から選ばれる毒性緩和剤とを含む混合物を記載している。
【０００５】
毒性緩和剤が除草剤の有害な作用を低下させる正確なメカニズムが分かっていないので、
特定の種類の除草剤のための毒性緩和剤の特定は未だに困難な作業である。特定の除草剤
と配合されるある化合物が毒性緩和剤として機能するという事実は、そのような化合物が
他の種類の除草剤の毒性緩和剤としても作用するか否かについての答えにならない。した
がって、有用な植物を除草剤の被害から保護するために毒性緩和剤を用いる場合、毒性緩
和剤はなお多くの事例で多数の欠点を持つ可能性がある。これらは以下のようなものであ
る：
- 毒性緩和剤は、有害な植物に対して除草剤の作用を低下させる、
- 有用植物保護特性は不十分である、
- ある除草剤と併用した場合、毒性緩和剤／除草剤を用いることができる有用な植物の範
囲は十分には広くない、
- ある毒性緩和剤と併用できる除草剤の数は十分に多くはない。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、上記の除草剤と併用した場合、重要な作物に対するこれら除草剤の選択
性を高めるために適当である化合物を特定することである。
驚くべきことには、ＨＰＰＤＯ抑制物質として作用する特定の除草剤と一緒になって重要
な作物に対してこれら除草剤の選択性を高める一群の化合物を発見した。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
したがって、本発明は、以下の物質、その立体異性体およびその塩（農業で通常的に使用
される塩を含める）の混合物からなる除草剤として活性な組成物に関する。
Ａ．除草剤として活性な量の下記式(Ｉ)の１つまたは２つ以上の化合物：
【化１０】
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式中、Ｖは下記(Ｖ１)～(Ｖ４)から成る群から選ばれるラジカルであり；
【化１１】

式中、記号およびインデックスは以下の意味を有する：
Ｒは水素、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシカルボニル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルコキシカルボニル、Ｃ
ＯＯＨ、シアノであり、好ましくは水素、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシカルボニルであり；
Ｒ1は水素または(Ｃ1－Ｃ7)炭素含有ラジカル、例えば(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ2－Ｃ4)
アルケニル、(Ｃ2－Ｃ4)アルキニル、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアル
ケニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル－(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル、(Ｃ3－Ｃ7)ハロシクロアルキ
ル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルチオシクロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ2－Ｃ4)ハロ
アルケニルで、好ましくは(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル－(Ｃ3－Ｃ7)
シクロアルキルであり；
Ｒ2は水素、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、ハ
ロゲン、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルコキシ、シアノ、ニトロ、好ましくは水素であり；
【０００８】
Ｒ3は水素または(Ｃ1－Ｃ4)炭素含有ラジカル、例えば(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ2－Ｃ4)
アルケニル、(Ｃ2－Ｃ4)アルキニル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ－
(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルカルボニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスルホニル、
(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキルスルホニル、アリールスルホニル、アリールカルボニル－(Ｃ1－
Ｃ4)アルキル、アリール－(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、好ましくは水素、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、
アリールスルホニル、ベンジルであり；
Ｒ4は水素または(Ｃ1－Ｃ7)炭素含有ラジカル、例えば(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ2－Ｃ4)
アルケニル、(Ｃ2－Ｃ4)アルキニル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、フェニル、ベンジル、好
ましくは(Ｃ1－Ｃ4)アルキルであり；
【０００９】
Ｒ5は(Ｃ1－Ｃ12)炭素含有ラジカル、例えば(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ
、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ－(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ジアルコキシ－(Ｃ1－Ｃ4)ア
ルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルチオ、ハロゲン、置換または非置換アリール、テトラヒドロ
ピラン－４－イル、テトラヒドロピラン－３－イル、テトラヒドロチオピラン－３－イル
、１－メチルチオ－シクロプロピル、２－エチルチオプロピル、好ましくは(Ｃ1－Ｃ4)ア
ルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシであり；
Ｒ6はヒドロキシルまたは(Ｃ1－Ｃ4)炭素含有ラジカル、例えば(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、(
Ｃ1－Ｃ4)ハロアルコキシ、ホルミルオキシ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルカルボニルオキシ、(Ｃ

1－Ｃ4)アルキルスルホニルオキシ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルチオ、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル
チオ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスルフィニル、（Ｃ1－Ｃ4）アルキルスルホニルで、好ましく
はヒドロキシル、（Ｃ1－Ｃ4）アルコキシであり；
Ｒ7は(Ｃ1－Ｃ7)炭素含有ラジカル、例えば(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキ
ル、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル－(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル、(Ｃ3

－Ｃ7)ハロシクロアルキル、好ましくは(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキルであり；
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Ｒ8はシアノまたは(Ｃ1－Ｃ4)炭素含有ラジカル、例えば(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシカルボニ
ル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルカルボニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスルホニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキ
ルスルフィニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルチオ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルアミノカルボニル、(Ｃ1

－Ｃ4)ジアルキルアミノカルボニル、好ましくはシアノであり；
ｍは０から６の整数であり、好ましくは０から３であり；そして
【００１０】
Ｚは下記(Ｚ１)～(Ｚ４)から成る群から選ばれるラジカルであり、
【化１２】

式中、記号およびインデックスは以下の意味を有する：
Ｒ9はニトロ、アミノ、ハロゲンまたは(Ｃ1－Ｃ8)炭素含有ラジカル、例えば(Ｃ1－Ｃ4)
アルキル、(Ｃ2－Ｃ4)アルケニル、(Ｃ2－Ｃ4)アルキニル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(
Ｃ2－Ｃ4)ハロアルケニル、(Ｃ2－Ｃ4)ハロアルキニル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルコキシ、(Ｃ

1－Ｃ4)ハロアルキルチオ、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシカルボニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスル
ホニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスルフィニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルチオ、アリールスルホニ
ル、アリールスルフィニル、アリールチオ、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキ
シ－(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルカルボニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルアミノ
スルホニル、(Ｃ1－Ｃ4)ジアルキルアミノスルホニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルカルバモイル
、(Ｃ1－Ｃ4)ジアルキルカルバモイル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ－(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、フ
ェノキシ、シアノ、アリール、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、好ましくは(Ｃ1－Ｃ

4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルコキシ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル
スルホニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスルホニルオキシ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスルホニルアミ
ノ、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシカルボニルであり；
【００１１】
Ｒ10は置換または非置換ベンジル、置換または非置換ヘテロアリール、ヘテロシクリルで
、好ましくはフラニル、チアゾリル、トリアゾリル、ピラゾリル、オキサゾリル、イソキ
サゾリル、イソキサゾリニル、モルホリノおよびイミダゾリル；ヘテロアリール－(Ｃ1－
Ｃ4)アルキル、好ましくはトリアゾリルメチル、ピラゾリルメチル、チアゾリルメチル、
ジ(Ｃ1－Ｃ4)アルキルホスホノ－(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、好ましくはジエチルホスホノメチ
ル、ジメチルホスホノメチルまたはＳＦ5であり；
Ｒ11は同一または異なり、水素、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、ハロゲン、好ましくは(Ｃ1－Ｃ4)
アルキルであり；
Ｒ12は同一または異なり、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ2－Ｃ4)アルケニル、(Ｃ2－Ｃ4)アル
キニル、ハロゲン、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ2－Ｃ4)ハロアルケニル、(Ｃ2－Ｃ4)ハ
ロアルキニル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルコキシ、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキルチオ、(Ｃ1－Ｃ4)ア
ルコキシカルボニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスルホニル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキルスルホニ
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ル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスルフィニル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキルスルフィニル、(Ｃ1－Ｃ

4)アルキルチオ、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルカルボニル、(Ｃ1－Ｃ4)ア
ルキルアミノスルホニル、(Ｃ1－Ｃ4)ジアルキルアミノスルホニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル
カルバモイル、(Ｃ1－Ｃ4)ジアルキルカルバモイル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシアルキル、フ
ェノキシ、ニトロ、シアノ、アリール、ジ(Ｃ1－Ｃ4)アルキルホスホノ－(Ｃ1－Ｃ4)アル
キル、好ましくは(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、ハロゲン、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)
アルキルスルホニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシカルボニルであり；
ｑは０、１、２、３または４であり；
ｒは０、１、２または３であり；
ｔは１または２であり；
ｕは０、１または２であり；
ｖは１または２であり；
【００１２】
Ｘ1はＯ、ＣＲ14Ｒ15、ＣＨＯＨ、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝ＮＯ(Ｃ1－Ｃ4)アルキルであり；
Ｘ2はＯ、Ｓ、ＳＯ、ＳＯ2、ＣＨ2、ＮＨ、Ｎ(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、ＮＳＯ2(Ｃ1－Ｃ4)ア
ルキル、好ましくはＳＯ2であり；
Ｕ1は連結された炭素原子と一緒になって炭素環または複素環を形成し、これは芳香環ま
たは完全にもしくは部分的に飽和された、好ましくはピラゾール、イミダゾール、ピロー
ル、ピリジン、ピリミジン、チアゾール、チエニル、オキサゾール、またはフラン環であ
り；
Ｕ2はＯ、Ｓ、ＳＯ、ＳＯ2、ＣＨ2、ＮＨ、Ｎ(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、ＮＳＯ2(Ｃ1－Ｃ4)ア
ルキル、好ましくはＳＯ2であり；
Ｒ13は水素、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル、(Ｃ2－Ｃ4)アルケニル、
(Ｃ2－Ｃ4)アルキニル、場合によって置換されたフェニル、場合によって置換されたベン
ジル、(Ｃ1－Ｃ4)アシルであり；
Ｒ14、Ｒ15は同一または異なり、水素、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、(
Ｃ1－Ｃ4)ハロアルコキシ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルチオ、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキルチオ、ま
たはＲ14とＲ15は一緒になって基－Ｏ－(ＣＨ2)2－Ｏ－、－Ｏ－(ＣＨ2)3－Ｏ－、Ｓ－(
ＣＨ2)2－Ｓ－、－Ｓ－(ＣＨ2)3－Ｓ－、－(ＣＨ2)4－、－(ＣＨ2)5－の１つを形成し；
Ｒ16は(Ｃ1－Ｃ2)アルキルであり；
Ｙ1、Ｙ2は、Ｙ1≠Ｙ2を条件としてＳＯ2またはＣＯである；
および
【００１３】
Ｂ．解毒作用量の下記ａ)～ｅ)から成る群から選ばれる１つまたは２つ以上の化合物：
ａ）下記式(II)から(IV)の化合物、
【化１３】

　式中、記号およびインデックスは以下の意味を有する：
　ｎ′は１から５の自然数、好ましくは１から３であり；
　Ｔは(Ｃ1またはＣ2)アルカンジイル鎖で、これは、置換されていないか、または１つも
しくは２つの(Ｃ1－Ｃ4)アルキルラジカルによって、または〔(Ｃ1－Ｃ3)アルコキシ〕カ
ルボニルによって置換されており；
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　Ｗは置換されていないかまたは置換された二価の複素環ラジカル(部分的に不飽和であ
るかまたは芳香族である、ＮもしくはＯのヘテロ原子１～３つを有する５員の複素環から
成る群から選ばれ、前記環は少なくとも１つの窒素原子を含み、２つ以上の酸素原子を含
まない)で、好ましくは以下の(Ｗ１)～(Ｗ４)から成る群から選ばれるラジカルで、
【００１４】
【化１４】

式中、ｍ′は０または１であり；
Ｒ17、Ｒ19は同一または異なり、水素、ハロゲン、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アル
コキシ、ニトロ、または(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキルであり；
Ｒ18、Ｒ20は同一または異なり、ＯＲ24、ＳＲ24もしくはＮＲ24Ｒ25または飽和もしくは
不飽和の少なくとも１つの窒素原子および３つまでの異種原子をもつ３－から７－員複素
環であってこれは(II)または(III)のカルボニル基に窒素原子を介して連結されており、
さらにこれは置換されていないか、または(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、
または場合によって置換されたフェニルから成る群から選ばれるラジカルによって置換さ
れているものであり、好ましくは式ＯＲ24、ＮＨＲ25またはＮ(ＣＨ3)2のラジカル、特に
式ＯＲ24であり；
【００１５】
Ｒ24は水素または非置換もしくは置換脂肪族炭化水素ラジカル、好ましくは合計１から１
８の炭素原子をもつものであり；
Ｒ25は水素、(Ｃ1－Ｃ6)アルキル、(Ｃ1－Ｃ6)アルコキシまたは置換もしくは非置換フェ
ニルであり；
Ｒ26は水素、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、(Ｃ1－Ｃ8)ハロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ－(
Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ6)ヒドロキシアルキル、(Ｃ3－Ｃ12)シクロアルキルまたは
トリ(Ｃ1－Ｃ4)アルキルシリルであり；
Ｒ27、Ｒ28、Ｒ29は同一または異なり、水素、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、(Ｃ1－Ｃ8)ハロアル
キル、(Ｃ3－Ｃ12)シクロアルキルまたは置換もしくは非置換フェニルであり；
Ｒ21は(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ2－Ｃ4)アルケニル、(Ｃ2－Ｃ

4)ハロアルケニル、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル、好ましくはジクロロメチルであり；
Ｒ22、Ｒ23は同一または異なり、水素、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ2－Ｃ4)アルケニル、(
Ｃ2－Ｃ4)アルキニル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ2－Ｃ4)ハロアルケニル、(Ｃ1－Ｃ4

)アルキルカルバモイル－(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ2－Ｃ4)アルケニルカルバモイル－(Ｃ

1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ－(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、ジオキソラニル－(Ｃ1

－Ｃ4)アルキル、チアゾリル、フリル、フリルアルキル、チエニル、ピペリジル、置換も
しくは非置換フェニルであるか、または、Ｒ22およびＲ23は一緒になって置換もしくは非
置換複素環、好ましくはオキサゾリジン、チアゾリジン、ピペリジン、モルホリン、ヘキ
サヒドロピリミジンまたはベンゾキサジン環を形成する；
または
【００１６】
ｂ）下記から成る群からの１つまたは２つ以上の化合物：
１,８－ナフタル酸無水物、
メチルジフェニルメトキシアセテート、
シアノメトキシイミノ(フェニル)アセトニトリル(シオメトリニル)、
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１,３－ジオキソラン－２－イルメトキシイミノ(フェニル)アセトニトリル(オキサベトリ
ニル)、
４′－クロロ－２,２,２－トリフルオロアセトフェノンＯ－１,３－ジオキソラン－２－
イルメチルオキシム(フルキソフェニム)、
４,６－ジクロロ－２－フェニルピリミジン(フェンクロリム)、
ベンジル－２－クロロ－４－トリフルオロメチル－１,３－チアゾール－５－カルボキシ
レート(フルラゾール)、
２－ジクロロメチル－２－メチル－１,３－ジオキソラン(ＭＧ－１９１)、
Ｎ－(４－メチルフェニル)－Ｎ′－(１－メチル－１－フェニルエチル)尿素(ダイムロン)
、
１－〔４－(Ｎ－２－メトキシベンゾイルスルファモイル)フェニル〕－３－メチル尿素、
１－〔４－(Ｎ－２－メトキシベンゾイルスルファモイル)フェニル〕－３,３－ジメチル
尿素、
１－〔４－(Ｎ－４,５－ジメチルベンゾイルスルファモイル)フェニル〕－３－メチル尿
素、
１－〔４－(Ｎ－ナフトイルスルファモイル)フェニル〕－３,３－ジメチル尿素、
(２,４－ジクロロフェノキシ)酢酸(２,４－Ｄ)、
(４－クロロフェノキシ)酢酸、
(Ｒ,Ｓ)－２－(４－クロロ－ｏ－トリルオキシ)プロピオン酸(メコプロプ)、４－(２,４
－ジクロロフェノキシ)酪酸(２,４－ＤＢ)、
(４－クロロ－ｏ－トリルオキシ)酢酸(ＭＣＰＡ)、
４－(４－クロロ－ｏ－トリルオキシ)酪酸、
４－(４－クロロフェノキシ)酪酸、
３,６－ジクロロ－２－メトキシ安息香酸(ジカンバ)、
１－(エトキシカルボニル)エチル３,６－ジクロロ－２－メトキシベンゾエート(ラクチジ
クロア)、
並びにそれらの塩およびエステル、好ましくは(Ｃ1－Ｃ8)；
【００１７】
ｃ）下記式(Ｖ)のＮ－アシルスルホンアミドおよびそれらの塩：
【化１５】

式中、Ｒ30は水素、炭素含有ラジカル、例えば炭化水素ラジカル、炭化水素オキシラジカ
ル、炭化水素チオラジカルまたはヘテロシクリルラジカルで、最後の４ラジカルの各々は
、置換されていないか、またはハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシル、カル
ボキシル、フォルミル、カルボキサミド、スルホンアミドおよび式－Ｚa－Ｒaのラジカル
から成る群から選ばれる同一または異なるラジカルの１つまたは２つ以上で置換されてい
て、
各炭化水素部分は好ましくは１から２０の炭素原子をもち、さらに炭素含有ラジカルＲ30

は好ましくは１から３０の炭素原子をもつ置換基を含み；
Ｒ31は水素または(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、好ましくは水素であるか、または
Ｒ30およびＲ31は式－ＣＯ－Ｎ－の基と一緒になって３から８員の飽和もしくは不飽和環
のラジカルであり；
Ｒ32は同一または異なり、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシル、カルボキ
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シル、ホルミル、ＣＯＮＨ2、ＳＯ2ＮＨ2または式－Ｚb－Ｒbのラジカルであり；
Ｒ33は水素または(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、好ましくはＨであり；
Ｒ34は同一または異なり、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシル、カルボキ
シル、ＣＨＯ、ＣＯＮＨ2、ＳＯ2ＮＨ2または式－Ｚc－Ｒcのラジカルであり；
【００１８】
Ｒaは炭化水素ラジカルまたはヘテロシクリルラジカル(２つの最後に述べたラジカルの各
々は置換されていないか、またはハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシル、モ
ノおよびジ－〔(Ｃ1－Ｃ4)アルキル〕アミノから成る群から選ばれる同一または異なるラ
ジカルの１つまたは２つ以上で置換されている)、またはアルキルラジカルであって、２
つ以上、好ましくは２または３の非隣接ＣＨ2基は各々酸素原子で置換されており；
Ｒb、Ｒcは同一または異なり、炭化水素ラジカルまたはヘテロシクリルラジカル(最後の
２つのラジカルの各々は非置換であるか、またはハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒ
ドロキシル、ホスホリル、ハロ(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、モノおよびジ〔(Ｃ1－Ｃ4)アルキ
ル〕アミノから成る群から選ばれる１つまたは２つ以上の同一もしくは異なるラジカルに
よって置換されている)、またはアルキルラジカルで(このラジカルでは、２つ以上、好ま
しくは２つまたは３つの非隣接ＣＨ2基の各々が酸素原子で置換されている)；
Ｚaは式－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＣＳ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－Ｓ－、－Ｏ－Ｃ
Ｏ－、Ｓ－ＣＯ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－ＮＲ*－、－ＣＯ－ＮＲ*－、－ＮＲ*－ＣＯ
－、－ＳＯ2－ＮＲ*－または－ＮＲ*－ＳＯ2－の二価の基で、対象の二価の基の右側に示
した結合はラジカルＲaとの結合で、さらに最後に述べた５ラジカルのＲ*はそれぞれ別個
に各事例で、Ｈ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルまたはハロ(Ｃ1－Ｃ4)アルキルであり；
Ｚb、Ｚcはそれぞれ別個に直接結合または下記式の二価の基、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－
、－ＣＳ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－Ｓ－、－Ｏ－ＣＯ－、－Ｓ－ＣＯ－、－ＳＯ－、－
ＳＯ2－、－ＮＲ*－、－ＳＯ2－ＮＲ*－、－ＮＲ*－ＳＯ2－、－ＣＯ－ＮＲ*または－Ｎ
Ｒ*－ＣＯ－で、対象の二価の基の右側に示した結合はそれぞれラジカルＲbまたはＲcと
の結合で、最後の５ラジカルのＲ*はそれぞれ別個に各事例でＨ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルま
たはハロ(Ｃ1－Ｃ4)アルキルであり；
ｎは０から４の整数で、好ましくは０、１または２、特に０または１であり；さらに、
ｍは０から５の整数で、好ましくは０、１、２または３、特に０、１または２である：
【００１９】
ｄ）下記式(VI)のアシルスルファモイルベンズアミド、適当な場合にはその塩:
【化１６】

式中、Ｘ3はＣＨまたはＮであり；
Ｒ35は水素、ヘテロシクリルまたは炭化水素ラジカルで、最後の２つのラジカルは場合に
よって、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシル、カルボキシル、ＣＨＯ、Ｃ
ＯＮＨ2、ＳＯ2ＮＨ2およびＺa－Ｒaから成る群から選ばれる同一または異なるラジカル
の１つまたは２つ以上で置換されており；
Ｒ36は水素、ヒドロキシル、(Ｃ1－Ｃ6)アルキル、(Ｃ2－Ｃ6)アルケニル、(Ｃ2－Ｃ6)ア
ルキニル、(Ｃ1－Ｃ6)アルコキシ、(Ｃ2－Ｃ6)アルケニルオキシで、最後の５つのラジカ
ルは場合によって、ハロゲン、ヒドロキシル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキ
シおよび(Ｃ1－Ｃ4)アルキルチオから成る群から選ばれる同一または異なる１つもしくは
２つ以上のラジカルによって置換されているか；または
【００２０】
Ｒ35およびＲ36は、それらが結合している窒素原子と一緒になって３から８員の飽和また
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は不飽和環を形成し；
Ｒ37はハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシル、カルボキシル、ＣＨＯ、ＣＯ
ＮＨ2、ＳＯ2ＮＨ2またＺb－Ｒbであり；
Ｒ38は水素、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ2－Ｃ4)アルケニルまたは(Ｃ2－Ｃ4)アルキニルで
あり；
Ｒ39はハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシル、カルボキシル、ホスホリル、
ＣＨＯ、ＣＯＮＨ2、ＳＯ2ＮＨ2またはＺc－Ｒcであり；
Ｒaは(Ｃ2－Ｃ20)アルキルラジカルでありその炭素鎖は１回または２回以上酸素原子によ
って中断されているか、またはヘテロシクリルもしくは炭化水素ラジカルであり、最後の
２つのラジカルは場合によって、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシル、モ
ノおよびジ〔(Ｃ1－Ｃ4)アルキル〕アミノから成る群から選ばれる１つまたは２つ以上の
同一または異なるラジカルで置換されており；
Ｒb、Ｒcは同一または異なり、(Ｃ2－Ｃ20)アルキルラジカルでありその炭素鎖は１回ま
たは２回以上酸素原子によって中断されているか、またはヘテロシクリルもしくは炭化水
素ラジカルであり、最後の２つのラジカルは場合によって、ハロゲン、シアノ、ニトロ、
アミノ、ヒドロキシル、ホスホリル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルコキシ、モノおよびジ〔(Ｃ1－
Ｃ4)アルキル〕アミノから成る群から選ばれる１つまたは２つ以上の同一または異なるラ
ジカルで置換されてあり；
Ｚaは、Ｏ、Ｓ、ＣＯ、ＣＳ、Ｃ(Ｏ)Ｏ、Ｃ(Ｏ)Ｓ、ＳＯ、ＳＯ2、ＮＲd、Ｃ(Ｏ)ＮＲdま
たはＳＯ2ＮＲdから成る群から選ばれる二価ユニットであり；
Ｚb、Ｚcは同一または異なり、直接結合またはＯ、Ｓ、ＣＯ、ＣＳ、Ｃ(Ｏ)Ｏ、Ｃ(Ｏ)Ｓ
、ＳＯ、ＳＯ2、ＮＲd、ＳＯ2ＮＲdまたはＣ(Ｏ)ＮＲdから成る群から選ばれる二価ユニ
ットであり；
Ｒdは水素、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルまたは(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキルであり；
ｎは０から４の整数であり；さらに
ｍは、ＸがＣＨである場合は０から５の整数で、ＸがＮである場合は０から４の整数であ
る；
【００２１】
ｅ）下記式(VII)の化合物、
【化１７】

式中、記号およびインデックスは以下の意味を有し：
Ｒ40はＨ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル－Ｘ4もしくは(Ｃ1－Ｃ4)ハロアル
キル－Ｘ4で置換された(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、ＮＯ2、ＣＮ、－
ＣＯＯ－Ｒ43、ＮＲ2

44、ＳＯ2ＮＲ2
45またはＣＯＮＲ2

46であり；
Ｒ41はＨ、ハロゲン、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、ＣＦ3、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシまたは(Ｃ1－
Ｃ4)ハロアルコキシであり；
Ｒ42はＨ、ハロゲンまたは(Ｃ1－Ｃ4)アルキルであり；
Ｑ1、Ｑ2、Ｅ、Ｇは同一または異なり、－Ｏ－、－Ｓ－　－ＣＲ2

47－、－ＣＯ－、ＮＲ4

8－または下記式(VIII)の基であるが；
Ｃ＝ＣＨ－Ｏ－ＣＲ2

a－(ＣＯ)－Ａ　　　(VIII)
ただし、
ａ）基Ｑ1、Ｑ2、Ｅ、Ｇの少なくとも１つがカルボニル基で、これらの基の１つは正確に
式(VIII)のラジカルで、式(VIII)の基はカルボニル基に隣接し、さらに
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ｂ）２つの隣接する基Ｑ1、Ｑ2、Ｅ、Ｇは同時に酸素であることはない、
とし；
【００２２】
　Ｒaは同一または異なり、Ｈまたは(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、または２つのラジカルＲaはと
もに(Ｃ2－Ｃ6)アルキレンであり；
　Ａは、Ｒb－Ｙ3－または－ＮＲ2

49であり；
　Ｘ4は、－Ｏ－または－Ｓ(Ｏ)P－であり；
　Ｙ3は、－Ｏ－または－Ｓ－であり；
　ＲbはＨ、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、(Ｃ1－Ｃ8)ハロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ(Ｃ1

－Ｃ8)アルキル、(Ｃ3－Ｃ6)アルケニルオキシ(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、またはフェニル(Ｃ1

－Ｃ8)アルキル(フェニル環は場合によって、ハロゲン、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、ＣＦ3、メ
トキシまたはメチル－Ｓ(Ｏ)pで置換される)、(Ｃ3－Ｃ6)アルケニル、(Ｃ3－Ｃ6)ハロア
ルケニル、フェニル(Ｃ3－Ｃ6)アルケニル、(Ｃ3－Ｃ6)アルキニル、フェニル(Ｃ3－Ｃ6)
アルキニル、オキセタニル、フルフリル、テトラヒドロフリルであり；
　Ｒ43は、Ｈまたは(Ｃ1－Ｃ4)アルキルであり；
　Ｒ44は同一または異なり、Ｈ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルカルボニルま
たは２つのラジカルＲ44はともに(Ｃ4－Ｃ5)アルキレンであり；
　Ｒ45、Ｒ46はそれぞれ別個に各事例で同一または異なり、Ｈ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、ま
たは２つのラジカルＲ45および／またはＲ46はともに(Ｃ4－Ｃ5)アルキレンであり、１つ
のＣＨ2基はＯもしくはＳで置換されていてもよく、または１つまたは２つのＣＨ2基はＮ
Ｒcによって置換されていてもよく；
【００２３】
Ｒcは、Ｈまたは(Ｃ1－Ｃ8)アルキルであり；
Ｒ47は同一または異なり、Ｈ、(Ｃ1－Ｃ8)アルキルであるか、または２つのラジカルＲ47

はともに(Ｃ2－Ｃ6)アルキレンであり；
Ｒ48はＨ、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、置換もしくは非置換フェニル、またはベンジルで、これ
は置換されていなくてもフェニル環上で置換されていてもよく；
Ｒ49は同一または異なり、Ｈ、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、フェニル、フェニル(Ｃ1－Ｃ8)アル
キル(ここでフェニル環はＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＮＯ2、ＣＮ、ＯＣＨ3、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル
またはＣＨ3ＳＯ2で置換されていてもよい)、または(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ－(Ｃ1－Ｃ8)
アルキル、(Ｃ3－Ｃ6)アルケニル、(Ｃ3－Ｃ6)アルキニル、(Ｃ3－Ｃ6)シクロアルキルで
あるか、または２つのラジカルＲ49はともに(Ｃ4－Ｃ5)アルキレンで、１つのＣＨ2基は
ＯまたはＳで置換されていてもよく、または１つもしくは２つのＣＨ2基は－ＮＲd－で置
換されていてもよく；
Ｒdは、Ｈまたは(Ｃ1－Ｃ4)アルキルであり；
ｍ″は０または１であり；そして
ｐは０、１または２である。
【００２４】
本発明で除草剤として有効な量とは、不利な影響を植物の成長に与えるために適当な１つ
または２つ以上の除草剤の量を意味する。
本発明で解毒剤として有効な量とは、有用な植物に対する除草剤または除草剤混合物の植
物毒性作用と少なくとも部分的に対抗するために適当な１つまたは２つ以上の毒性緩和剤
の量を意味する。
また別に特に規定されないかぎり、以下の定義は一般に式(Ｉ)から(VIII)およびそれに続
く式のラジカルに適用される。
炭素骨格中のラジカル、アルキル、アルコキシ、ハロアルキル、アルキルアミノおよびア
ルキルチオ並びに対応する不飽和および／または置換ラジカルは、各々直鎖でも分子鎖で
もよい。
【００２５】
アルキルラジカル(複合物の意味でも、例えばアルコキシ、ハロアルキルなど)は、好まし
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くは１つ～４つの炭素原子を有し、例えば、メチル、エチル、ｎもしくはｉ－プロピル、
ｎ－、ｉ－、ｔ－もしくは２－ブチルである。アルケニルおよびアルキニルラジカルは可
能な不飽和ラジカルの意味を有し、それらはアルキルラジカルに対応し、アルケニルは、
例えばアリル、１－メチルプロパ－２－エン－１－イル、２－メチルプロパ－２－エン－
１－イル、ブタ－２－エン－１－イル、ブタ－３－エン－１－イル、１－メチルブタ－３
－エン－１－イルおよび１－メチルブタ－２－エン－１－イルである。アルキニルは、例
えばプロパルギル、ブタ－２－イン－１－イル、ブタ－３－イン－１－イル、１－メチル
ブタ－３－イン－１－イルである。“(Ｃ1－Ｃ4)－アルキル”は、１つ～４つの炭素原子
を有するアルキルの略語で、これはまた、考えられる炭素原子数の範囲が括弧内に示され
る他の一般的なラジカルの定義に同じように適用される。
【００２６】
シクロアルキルは、３～８、好ましくは３～７、特に好ましくは３～６の炭素原子を有す
る環状アルキルラジカルが好ましく、例えばシクロプロピル、シクロブチル、シクロペン
チルおよびシクロヘキシルである。シクロアルケニルおよびシクロアルキニルは対応する
不飽和化合物を指す。
【００２７】
ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素またはヨウ素である。ハロアルキル、ハロアルケニルお
よびハロアルキニルは、部分的または完全にハロゲン、好ましくはフッ素、塩素および／
または臭素、特にフッ素または塩素で置換されたアルキル、アルケニルまたはアルキニル
で、例えばＣＦ3、ＣＨＦ2、ＣＨ2Ｆ、ＣＦ3ＣＦ2、ＣＨ2ＦＣＨＣｌ、ＣＣｌ3、ＣＨＣ
ｌ2、ＣＨ2ＣＨ2Ｃｌである。ハロアルコキシは、例えばＯＣＦ3、ＯＣＨＦ2、ＯＣＨ2Ｆ
、ＣＦ3ＣＦ2Ｏ、ＯＣＨ2ＣＦ3およびＯＣＨ2ＣＨ2Ｃｌである。これはまた他のハロゲン
置換ラジカルにも同じように適用される。
【００２８】
一般に、脂肪族炭化水素ラジカルは、直鎖または分枝した飽和もしくは不飽和炭化水素ラ
ジカルで、好ましくは１～１８、特に好ましくは１～１２の炭素原子を有し、例えばアル
キル、アルケニルまたはアルキニルである。一般に、アリールは、好ましくは６～１４の
炭素原子を有する単環式、二環式または多環式芳香族系で、好ましくはフェニル、ナフチ
ル、テトラヒドロナフチル、インデニル、インダニル、ペンタレニルおよびフルオレニル
で、特に好ましくはフェニルである。
【００２９】
脂肪族炭化水素ラジカルは、好ましくは、１２までの炭素原子をもつアルキル、アルケニ
ルまたはアルキニルを意味し、これはまたハイドロカーボンオキシラジカルの脂肪族炭化
水素ラジカルにも同じように適用される。
【００３０】
複素環、複素環ラジカルまたはヘテロシクリルとは、単環、二環または多環式系を指し、
これは飽和、不飽和および／または芳香族で、好ましくはＮ、ＳおよびＯから成る群から
選ばれる１つまたは２つ以上の、好ましくは１つ～４つの異種原子を有する。好ましいも
のは、飽和複素環で３つ～７つの環原子およびＮ、ＯおよびＳから成る群から選ばれる１
つまたは２つの異種原子を有し、カルコゲンは隣接しない。特に好ましいものは、３つ～
７つの環原子およびＮ、ＯおよびＳから成る群から選ばれる１つの異種原子をもつ単環で
、モルホリン、ジオキソラン、ピペラジン、イミダゾリンおよびオキサゾリジンである。
極めて好ましい飽和複素環はオキシラン、ピロリドン、モルホリンおよびテトラヒドロフ
ランである。
【００３１】
また好ましいものは、部分的に不飽和の複素環で、５つ～７つの環原子およびＮ、Ｏおよ
びＳから成る群から選ばれる１つまたは２つの異種原子を有する。特に好ましいものは、
部分的に不飽和の複素環で、５つ～６つの環原子およびＮ、ＯおよびＳから成る群から選
ばれる１つの異種原子を有する。
極めて好ましい部分的に不飽和の複素環はピラゾリン、イミダゾリンおよびイソキサゾリ
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ンである。
【００３２】
また好ましいものは、Ｎ、Ｏ、Ｓから成る群から選ばれる１つ～４つの異種原子を含み、
カルコゲンは隣接しない、５つから６つの環原子をもつ単環式または二環式芳香族複素環
である。特に好ましいものは、単環式芳香族複素環で５つ～６つの環原子およびＮ、Ｏお
よびＳから成る群から選ばれる１つの異種原子を含み、ピリミジン、ピラジン、ピリダジ
ン、オキサゾール、チアジアゾール、オキサジアゾール、ピラゾール、トリアゾールおよ
びイソキサゾールである。極めて好ましいものは、ピラゾール、チアゾール、トリアゾー
ルおよびフランである。
【００３３】
置換ラジカル、例えば置換炭化水素ラジカル、例えば置換アルキル、アルケニル、アルキ
ニル、アリール、フェニルおよびアリールアルキル(例えばベンジル)、または置換ヘテロ
シクリルもしくはヘテロアリールは、非置換骨格に由来する置換ラジカルで、置換基は、
好ましくは１つまたは２つ以上、好ましくは１つ、２つまたは３つ(ＣｌおよびＦの場合
には可能な最大数)の以下から成る群から選ばれる：ハロゲン、アルコキシ、ハロアルコ
キシ、アルキルチオ、ヒドロキシル、アミノ、ニトロ、カルボキシル、シアノ、アジド、
アルコキシカルボニル、アルキルカルボニル、ホルミル、カルバモイル、モノおよびジア
ルキルアミノカルボニル、置換アミノ(例えばアシルアミノ、モノおよびジアルキルアミ
ノ)、およびアルキルスルフィニル、ハロアルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、
ハロアルキルスルホニル、さらに環状ラジカルの場合にはさらにアルキルおよびハロアル
キル、および上記の飽和炭化水素含有ラジカルに対応する不飽和脂肪族ラジカル、好まし
くはアルケニル、アルキニル、アルケニルオキシ、アルキニルオキシである。炭素原子を
もつラジカルの場合は、これらのラジカルは１つ～４つの炭素原子、特に１つまたは２つ
の炭素原子をもつものが好ましい、一般的に好ましいものは、ハロゲン(例えばフッ素ま
たは塩素)、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル(好ましくはメチルまたはエチル)、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアル
キル(好ましくはトリフルオロメチル)、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ(好ましくはメトキシまた
はエトキシ)、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルコキシ、ニトロおよびシアノから成る群から選ばれる
置換基である。特に好ましい置換基はメチル、メトキシおよび塩素である。
【００３４】
一置換または二置換アミノは、例えばアルキル、アルコキシ、アシルおよびアリールから
成る群から選ばれる１つまたは２つの同一または異なるラジカルによってＮ－置換されて
いる置換アミノラジカルから成る群から選ばれる化学的に安定なラジカルを意味し、好ま
しくはモノアルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アシルアミノ、アリールアミノ、Ｎ－ア
ルキル－Ｎ－アリルアミノおよびＮ－複素環である。１つ～４つの炭素原子をもつアルキ
ルラジカルが好ましい。アリールは好ましくはフェニルまたは置換フェニルである。アシ
ルに関する限り、下記に示す定義がさらに適用され、(Ｃ1－Ｃ4)アルカノイルが好ましい
。これはまた置換ヒドロキシルアミノまたはヒドラジノにも同じように適用される。
【００３５】
好ましくは、場合によって置換されるフェニルは、非置換であるか、または下記から成る
群から選ばれる同一または異なるラジカルで一置換もしくは多置換されているか(好まし
くは三置換まで)、ハロゲン(例えばＣｌおよびＦ)の場合は五置換まで置換されているフ
ェニルである：(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、
(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルコキシおよびニトロ、例えばｏ－、ｍ－およびｐ－トリル、ジメチル
フェニル、２－、３－および４－クロロフェニル、２－、３－および４－トリフルオロ並
びに－トリクロロフェニル、２,４－、３,５－、２,５－および２,３－ジクロロフェニル
、ｏ－、ｍ－およびｐ－メトキシフェニル。
【００３６】
アシルラジカルは、好ましくは６までの炭素原子を有する有機酸のラジカルを意味し、例
えばカルボン酸のラジカルおよびそれらに由来する酸、例えばチオカルボン酸、場合によ
ってＮ－置換されたイミノカルボン酸のラジカル、またはカルボン酸モノエステル(場合
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によってＮ－置換されているカルバミン酸、スルホン酸、スルフィン酸、ホスホン酸、ホ
スフィン酸)のラジカルである。アシルは、例えばホルミル、アルキルカルボニル、例え
ば(Ｃ1－Ｃ4－アルキル)カルボニル、フェニルカルボニル(フェニル環が、例えばフェニ
ルについて上記に示したように置換されていてもよい)、またはアルキルカルボニル、フ
ェニルオキシカルボニル、ベンジルオキシカルボニル、アルキルスルホニル、アルキルス
ルフィニルまたはＮ－アルキル－１－イミノアルキルである。
【００３７】
式(Ｉ)～(VIII)はまた、その原子が同じ局所構造結合を有する全ての立体異性体、および
これらの立体異性体の混合物をも包含する。そのような化合物は、１つまたは２つ以上の
不整炭素原子、または、式の中で特に記述されていない二重結合も含んでいる。それらの
特定の立体的形状によって規定される可能な立体異性体、例えば鏡像異性体、ジアステレ
オマー、Ｚ－およびＥ－異性体は、立体異性体混合物から通常の方法によって得ることが
でき、また別には立体化学的に純粋な出発物質を使用しながら立体特異的反応によって得
ることもできる。
【００３８】
本発明の適当な除草活性を有する物質は式(Ｉ)の化合物であるが、それらは穀類作物およ
び／またはトウモロコシに対して有害すぎるので、穀類作物および／またはトウモロコシ
の場合には単独では用いることができないか、または単独では最適な状態で用いることが
できない。
【００３９】
式(Ｉ)の除草剤は例えば以下で開示されている：
ＥＰ－Ａ ０ ４９６ ６３１、ＷＯ－Ａ ９７／１３ ７６５、
ＷＯ－Ａ ９７／０１ ５５０、ＷＯ－Ａ ９７／１９ ０８７、
ＷＯ－Ａ ９６／３０ ３６８、ＷＯ－Ａ ９６／３１ ５０７、
ＷＯ－Ａ ９６／２６ １９２、ＷＯ－Ａ ９６／２６ ２０６、
ＷＯ－Ａ ９６／１０ ５６１、ＷＯ－Ａ ９６／０５ １８３、
ＷＯ－Ａ ９６／０５ １９８、ＷＯ－Ａ ９６／０５ １９７、
ＷＯ－Ａ ９６／０５ １８２、ＷＯ－Ａ ９７／２３ ４９１および
ＷＯ－Ａ ９７／２７ １８７。
上記の引用文献は製造方法および出発材料について広範囲の情報を含む。これらの文献は
参照により本明細書に含まれる。
【００４０】
式(II)の化合物は、例えばＥＰ－Ａ－０ ３３３ １３１(ＺＡ－８９／１９６０)、ＥＰ－
Ａ－０ ２６９ ８０６(ＵＳ－Ａ－４,８９１,０５７)、ＥＰ－Ａ－０ ３４６ ６２０(Ａ
Ｕ－Ａ－８９／３４９５１)、ＥＰ－Ａ－０ １７４ ５６２、ＥＰ－Ａ－０ ３４６ ６２
０(ＷＯ－Ａ－９１／０８ ２０２)、ＷＯ－Ａ－９１／０７ ８７４またはＷＯ－Ａ ９５
／０７ ８９７(ＺＡ ９４／７１２０)およびそれら明細書中に引用された文献に開示され
ており、またそれらに記載されている方法と同じように製造できる。式(III)の化合物は
、ＥＰ－Ａ－０ ０８６ ７５０、ＥＰ－Ａ－０ ９４３４９(ＵＳ－Ａ－４,９０２,３４０
)、ＥＰ－Ａ－０ １９１７３６(ＵＳ－Ａ－４,８８１,９６６)およびＥＰ－Ａ－０ ４９
２ ３６６並びにそれらで引用されている文献に開示されており、またそれらに記載され
ている方法と同じように製造できる。いくつかの化合物は、さらにＥＰ－Ａ－０ ５８２ 
１９８に記載されている。
【００４１】
式(II)の化合物は多数の特許出願、例えばＵＳ－Ａ－４,０２１,２２４およびＵＳ－Ａ－
４,０２１,２２９に開示されている。群(ｂ)の化合物はさらにＣＮ－Ａ－８７／１０２ 
７８９、ＥＰ－Ａ－３６５４８４から、並びに“The Pesticide Manual”(The British C
rop Protection Council and the Royal Society of Chemistry, 11th edition, Farnham
 1997)から知ることができる。
【００４２】
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群(ｃ)の化合物はＷＯ－Ａ－９７／４５０１６に、群(ｄ)の化合物はドイツ特許出願１９
７４２９５１.３に、群(ｅ)の化合物はＷＯ－Ａ ９８／１３ ３６１に記載されている。
引用した文献は製造方法および出発材料について広範囲の情報を含んでいる。これらの文
献は参照により本明細書に含まれる。
【００４３】
好ましい除草剤／毒性緩和剤配合物は、式(II)および／または(III)(その中の記号および
インデックスは以下の意味を有する)の毒性緩和剤を含むものである：
Ｒ24は水素、(Ｃ1－Ｃ18)アルキル、(Ｃ3－Ｃ12)シクロアルキル、(Ｃ2－Ｃ8)アルケニル
および(Ｃ2－Ｃ18)アルキニルで、炭素含有基が１つまたは２つ以上の、好ましくは３つ
までのラジカルＲ50によって置換されていてもよく；
Ｒ50は同一または異なり、ハロゲン、ヒドロキシル、(Ｃ1－Ｃ8)アルコキシ、(Ｃ1－Ｃ8)
アルキルチオ、(Ｃ2－Ｃ8)アルケニルチオ、(Ｃ2－Ｃ8)アルキニルチオ、(Ｃ2－Ｃ8)アル
ケニルオキシ、(Ｃ2－Ｃ8)アルキニルオキシ、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル、(Ｃ3－Ｃ7)シ
クロアルコキシ、シアノ、モノおよびジ(Ｃ1－Ｃ4)アルキルアミノ、カルボキシル、(Ｃ1

－Ｃ8)アルコキシカルボニル、(Ｃ2－Ｃ8)アルケニルオキシカルボニル、(Ｃ1－Ｃ8)アル
キルチオカルボニル、(Ｃ2－Ｃ8)アルキニルオキシカルボニル、(Ｃ1－Ｃ8)アルキルカル
ボニル、(Ｃ2－Ｃ8)アルケニルカルボニル、(Ｃ2－Ｃ8)アルキニルカルボニル、１－(ヒ
ドロキシイミノ)－(Ｃ1－Ｃ6)アルキル、１－〔(Ｃ1－Ｃ4)アルキルイミノ〕(Ｃ1－Ｃ4)
アルキル、１－〔(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシイミノ〕(Ｃ1－Ｃ6)アルキル、(Ｃ1－Ｃ8)アルキ
ルカルボニルアミノ、(Ｃ2－Ｃ8)アルケニルカルボニルアミノ、(Ｃ2－Ｃ8)アルキニルカ
ルボニルアミノ、アミノカルボニル、(Ｃ1－Ｃ8)アルキルアミノカルボニル、ジ(Ｃ1－Ｃ

6)アルキルアミノカルボニル、(Ｃ2－Ｃ6)アルケニルアミノカルボニル、(Ｃ2－Ｃ6)アル
キニルアミノカルボニル、(Ｃ1－Ｃ8)アルコキシカルボニルアミノ、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル
アミノカルボニルアミノ、(Ｃ1－Ｃ6)アルキルカルボニルオキシで、これらは置換されて
いないか、またはＲ51によって置換されていてもよく、Ｒ51は、(Ｃ2－Ｃ6)アルケニカル
ボニルオキシ、(Ｃ2－Ｃ6)アルキニルカルボニルオキシ、(Ｃ1－Ｃ8)アルキルスルホニル
、フェニル、フェニル(Ｃ1－Ｃ6)アルコキシ、フェニル(Ｃ1－Ｃ6)アルコキシカルボニル
、フェノキシ、フェノキシ(Ｃ1－Ｃ6)アルコキシ、フェノキシ(Ｃ1－Ｃ6)アルコキシカル
ボニル、フェニルカルボニルオキシ、フェニルカルボニルアミノ、フェニル(Ｃ1－Ｃ6)ア
ルキルカルボニルアミノで、最後の９ラジカルは置換されていなくてもよく、または、フ
ェニル環が以下のラジカルＲ52によって、またはＲ″Ｏ－ＣＨＲ′′′ＣＨＣＯＲ″－(
Ｃ1－Ｃ6)アルコキシによって一置換もしくは多置換(好ましくは三置換まで)されていて
もよく、Ｒ52はＳｉＲ′3、－Ｏ－ＳｉＲ′3、Ｒ′3Ｓｉ－(Ｃ1－Ｃ8)アルコキシ、－Ｃ
Ｏ－Ｏ－ＮＲ′2、－Ｏ－Ｎ＝ＣＲ′2、－Ｎ＝ＣＲ′2、－Ｏ－ＮＲ′2、－ＮＲ′2、Ｃ
Ｈ(ＯＲ′)2、－Ｏ－(ＣＨ2)m－ＣＨ(ＯＲ′)2、－ＣＲ′′′(ＯＲ′)2、－Ｏ－(ＣＨ2)

mＣＲ′′′(ＯＲ″)2であり；
【００４４】
Ｒ51は同一または異なり、ハロゲン、ニトロ、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシおよびフェニルで、
これは置換されていないか、または１つまたは２つ以上、好ましくは３つまでのラジカル
Ｒ52で置換されており；
Ｒ52は同一または異なり、ハロゲン、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、(Ｃ1

－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルコキシまたはニトロであり；
Ｒ′は同一または異なり、ハロゲン、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、フェニルでこれは置換されて
いないか、または１つまたは２つ以上、好ましくは３つまでのラジカルＲ52で置換されて
おり、または２つのラジカルＲ′は一緒になって(Ｃ2－Ｃ6)アルカンジイル鎖を形成し；
Ｒ″は同一または異なる(Ｃ1－Ｃ4)アルキルであるか、または２つのラジカルＲ″は一緒
になって(Ｃ2－Ｃ6)アルカンジイル鎖を形成し；
Ｒ′′′は水素または(Ｃ1－Ｃ4)アルキルであり；
ｍは０、１、２、３、４、５または６である。
【００４５】
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本発明の特に好ましい除草剤／毒性緩和剤配合物は、式(II)および／または(III)(式中、
記号およびインデックスは下記の意味を有する)の毒性緩和剤を含む：
Ｒ24は水素、(Ｃ1－Ｃ8)アルキルまたは(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキルであり、上記の炭素含
有基は置換されていないか、またはハロゲンによって一置換もしくは多置換されているか
、またはラジカルＲ50によって一置換もしくは二置換(好ましくは一置換)されていて；
【００４６】
Ｒ50は同一または異なり、ヒドロキシル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、カルボキシル、(Ｃ1－
Ｃ4)アルコキシカルボニル、(Ｃ2－Ｃ6)アルケニルオキシカルボニル、(Ｃ2－Ｃ6)アルキ
ニルオキシカルボニル、１－(ヒドロキシイミノ)－(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、１－〔(Ｃ1－Ｃ

4)アルキルイミノ〕(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、１－〔(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシイミノ〕(Ｃ1－Ｃ

4)アルキル；ＳｉＲ′3、－Ｏ－Ｎ＝ＣＲ′2、－Ｎ＝ＣＲ′2、－ＮＲ′2および－Ｏ－Ｎ
Ｒ′2で、式中、Ｒ′は同一または異なり、水素、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、または対として(
Ｃ4－Ｃ5)アルカンジイル鎖であり；
Ｒ27、Ｒ28、Ｒ29は同一または異なり、水素、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、(Ｃ1－Ｃ6)ハロアル
キル、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル、またはフェニルで、これは置換されていないか、また
はハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、モノおよびジ〔(Ｃ1－Ｃ4)アルキル〕アミノ、(
Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、(Ｃ1－Ｃ4)ハロ
アルコキシ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルチオおよび(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスルホニルから成る群か
ら選ばれる１つまたは２つ以上のラジカルによって置換されており；
Ｒ26は水素、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、(Ｃ1－Ｃ8)ハロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ(Ｃ1

－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ6)ヒドロキシアルキル、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキルまたはトリ
(Ｃ1－Ｃ4)アルキルシリルであり；
Ｒ17、Ｒ19は同一または異なり、水素、ハロゲン、メチル、エチル、メトキシ、エトキシ
、(Ｃ1またはＣ2)ハロアルキル、好ましくは水素、ハロゲンまたは(Ｃ1またはＣ2)ハロア
ルキルである。
【００４７】
極めて好ましい毒性緩和剤は、式(II)の記号およびインデックスが下記の意味を有するも
のである：
Ｒ17は水素、ハロゲン、ニトロまたは(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキルであり；
ｎ′は１、２または３であり；
Ｒ18は式ＯＲ24のラジカルであり；
Ｒ24は水素、(Ｃ1－Ｃ8)アルキルまたは(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキルであり、上記の炭素含
有基は置換されていないか、または一置換もしくは多置換されてあり、同一もしくは異な
るハロゲンラジカルによって好ましくは三置換まで、または以下から群から選ばれる同一
もしくは異なるラジカルによって二置換まで、好ましくは一置換されており：ヒドロキシ
ル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシカルボニル、(Ｃ2－Ｃ6)アルケニルオ
キシカルボニル、(Ｃ2－Ｃ6)アルキニルオキシカルボニル、１－(ヒドロキシイミノ)－(
Ｃ1－Ｃ4)アルキル、１－〔(Ｃ1－Ｃ4)アルキルイミノ〕(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、１－〔(Ｃ

1－Ｃ4)アルコキシイミノ〕(Ｃ1－Ｃ4)アルキルおよび以下の式のラジカルＳｉＲ′3、－
Ｏ－Ｎ＝ＣＲ′2、－Ｎ＝ＣＲ′2、－ＮＲ′2および－Ｏ－ＮＲ′2であり、上記の式中、
Ｒ′は同一または異なり、水素、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、または対として(Ｃ4またはＣ5)ア
ルカンジイルであり；
【００４８】
Ｒ27、Ｒ28、Ｒ29は同一または異なり、水素、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、(Ｃ1－Ｃ6)ハロアル
キル、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル、またはフェニルで、これは置換されていないか、また
はハロゲン、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、ニトロ、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアル
キルおよび(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルコキシから成る群から選ばれる１つまたは２つ以上のラジ
カルによって置換されており；
Ｒ26は水素、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、(Ｃ1－Ｃ8)ハロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ－(
Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ6)ヒドロキシアルキル、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキルまたは
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トリ(Ｃ1－Ｃ4)アルキルシリルである。
【００４９】
きわめて好ましい毒性緩和剤はまた、記号およびインデックスが下記の意味を有する式(I
II)の物質である：
Ｒ19は水素、ハロゲンまたは(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキルであり；
ｎ′は１、２または３で、ここで(Ｒ19)n′は好ましくは５－Ｃｌであり；
Ｒ20は式ＯＲ24のラジカルであり；
ＴはＣＨ2であり；さらに
Ｒ24は水素、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、(Ｃ1－Ｃ8)ハロアルキルまたは(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ
－(Ｃ1－Ｃ4)アルキルであり、好ましくは(Ｃ1－Ｃ8)アルキルである。
【００５０】
特に好ましいものは、記号およびインデックスが以下の意味をもつ式(II)の毒性緩和剤で
ある：
Ｗは(Ｗ１)であり；
Ｒ17は水素、ハロゲンまたは(Ｃ1－Ｃ2)ハロアルキルであり；
ｎ′は１、２または３で、ここで(Ｒ17)n′は好ましくは２,４－Ｃｌ2であり；
Ｒ18は式ＯＲ24のラジカルであり；
Ｒ24は水素、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ヒドロキシアル
キル、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ(Ｃ1－Ｃ4)アルキルまたはトリ
(Ｃ1－Ｃ2)アルキルシリルで、好ましくは(Ｃ1－Ｃ4)アルキルであり；
Ｒ27は水素、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキルまたは(Ｃ3－Ｃ7)シクロアル
キルで、好ましくは水素または(Ｃ1－Ｃ4)アルキルであり；
Ｒ26は水素、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ヒドロキシアル
キル、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ(Ｃ1－Ｃ4)アルキルまたはトリ
(Ｃ1－Ｃ2)アルキルシリルで、好ましくは水素または(Ｃ1－Ｃ4)アルキルである。
【００５１】
また、特に好ましいものは、記号およびインデックスが以下の意味をもつ式(II)の毒性緩
和剤を含む除草剤組成物である：
Ｗは(Ｗ２)であり；
Ｒ17は水素、ハロゲンまたは(Ｃ1－Ｃ2)ハロアルキルであり；
ｎ′は１、２または３で、(Ｒ17)n′は好ましくは２,４－Ｃｌ2であり；
Ｒ18は式ＯＲ24のラジカルであり；
Ｒ24は水素、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ヒドロキシアル
キル、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ－(Ｃ1－Ｃ4)アルキルまたはト
リ(Ｃ1－Ｃ2)アルキルシリルで、好ましくは(Ｃ1－Ｃ4)アルキルであり；さらに
Ｒ27は水素、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル
またはフェニルで、好ましくは水素または(Ｃ1－Ｃ4)アルキルである。
【００５２】
また、特に好ましいものは、記号およびインデックスが以下の意味をもつ式(II)の毒性緩
和剤である：
Ｗは(Ｗ３)であり；
Ｒ17は水素、ハロゲンまたは(Ｃ1－Ｃ2)ハロアルキルであり；
ｎ′は１、２または３で、(Ｒ17)n′が好ましくは２,４－Ｃｌ2であり；
Ｒ18は式ＯＲ24のラジカルであり；
Ｒ24は水素、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ヒドロキシアル
キル、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ(Ｃ1－Ｃ4)アルキルまたはトリ
(Ｃ1－Ｃ2)アルキルシリルで、好ましくは(Ｃ1－Ｃ4)アルキルであり；さらに
Ｒ28は(Ｃ1－Ｃ8)アルキルまたは(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキルで、好ましくはＣ1－ハロアル
キルである。
【００５３】
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また、特に好ましいものは、記号およびインデックスが以下の意味をもつ式(II)の毒性緩
和剤である：
Ｗは(Ｗ４)であり；
Ｒ17は水素、ハロゲン、ニトロ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ2)ハロアルキルで、好ま
しくはＣＦ3または(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシであり；
ｎ′は１、２または３であり；
ｍ′は０または１であり；
Ｒ18は式ＯＲ24のラジカルであり；
Ｒ24は水素、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、カルボキシ(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキ
シカルボニル(Ｃ1－Ｃ4)アルキルで、好ましくは(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ－ＣＯ－ＣＨ2－
、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ－ＣＯ－Ｃ(ＣＨ3)Ｈ－、ＨＯ－ＣＯ－ＣＨ2－またはＨＯ－ＣＯ
－Ｃ(ＣＨ3)Ｈ－であり；さらに
Ｒ29は水素、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ3－Ｃ7)シクロアルキル
、またはフェニルで、これは置換されていないか、またはハロゲン、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル
、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、ニトロ、シアノおよび(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシから成る群から
選ばれる１つまたは２つ以上のラジカルによって置換されている。
【００５４】
以下の化合物群は、式(Ｉ)の除草活性をもつ物質のための毒性緩和剤として特に適当であ
る：
ａ）ジクロロフェニルピラゾリン－３－カルボン酸型の化合物(すなわち式(ＩＩ)の化合
物で、式中、Ｗ′＝Ｗ１および(Ｒ17)n′＝２,４－Ｃｌ2)、好ましくは以下のような化合
物：エチル１－(２,４－ジクロロフェニル)－５－(エトキシカルボニル)－５－メチル－
２－ピラゾリン－３－カルボキシレート(II－１)およびＷＯ－Ａ－９１／７８７４に記載
されているような関連化合物；
【００５５】
ｂ）ジクロロフェニルピラゾールカルボン酸誘導体(すなわち式(II)の化合物で式中、Ｗ
＝(Ｗ２)および(Ｒ17)n′＝２,４－Ｃｌ2)、好ましくは以下のような化合物：エチル１－
(２,４－ジクロロフェニル)－５－メチルピラゾール－３－カルボキシレート(II－２)、
エチル１－(２,４－ジクロロフェニル)－５－イソプロピルピラゾール－３－カルボキシ
レート(II－３)、エチル１－(２,４－ジクロロフェニル)－５－(１,１－ジメチルエチル)
ピラゾール－３－カルボキシレート(II－４)、エチル１－(２,４－ジクロロフェニル)－
５－フェニルピラゾール－３－カルボキシレート(II－５)およびＥＰ－Ａ－０ ３３３ １
３１およびＥＰ－Ａ－０ ２６９ ８０６に記載されているような関連化合物；
【００５６】
ｃ）トリアゾールカルボン酸型化合物(すなわち式(II)の化合物で式中、Ｗ＝(Ｗ３)およ
び(Ｒ17)n′＝２,４－Ｃｌ2)、好ましくはフェンクロラゾールのような化合物、すなわち
エチル１－(２,４－ジクロロフェニル)－５－トリクロロ－メチル－(１Ｈ)－１,２,４－
トリアゾール－３－カルボキシレート(II－６)および関連化合物(ＥＰ－Ａ－０ １７４ 
５６２およびＥＰ－Ａ－０ ３４６ ６２０参照)；
【００５７】
ｄ）５－ベンジル－もしくは５－フェニル－２－イソキサゾリン－３－カルボン酸型また
は５,５－ジフェニル－２－イソキサゾリン－３－カルボン酸型化合物(式中Ｗ＝(Ｗ４))
、好ましくは以下のような化合物：エチル５－(２,４－ジクロロベンジル)－２－イソキ
サゾリン－３－カルボキシレート(II－７)またはエチル５－フェニル－２－イソキサゾリ
ン－３－カルボキシレート(II－８)およびＷＯ－Ａ－９１／８２０２に記載されているよ
うな関連化合物、またはエチル５,５－ジフェニル－２－イソキサゾリンカルボキシレー
ト型(II－９)、ｎ－プロピル５,５－ジフェニル－２－イソキサゾリンカルボキシレート
型(II－１０)またはエチル５－(４－フルオロフェニル)５－フェニル－２－イソキサゾリ
ン－３－カルボキシレート型(II－１１)(ＷＯ－Ａ－９５／７８９７に記載されていると
おり)；
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【００５８】
ｅ）８－キノリンオキシ酢酸型化合物、例えば式(III)の化合物(式中、(Ｒ19)n′＝５－
Ｃｌ、水素、Ｒ20＝ＯＲ24、およびＴ＝ＣＨ2)で、好ましくは以下の化合物、
１－メチルヘキシル(５－クロロ－８－キノリンオキシ)アセテート(III－１、クロキント
セット)、
１,３－ジメチルブタ－１－イル(５－クロロ－８－キノリンオキシ)アセテート(III－２)
、
４－アリルオキシ－ブタ(５－クロロ－８－キノリンオキシ)アセテート(III－３)、
１－アリルオキシプロパ－２－イル(５－クロロ－８－キノリンオキシ)アセテート(III－
４)、
エチル(５－クロロ－８－キノリンオキシ)アセテート(III－５)、
メチル(５－クロロ－８－キノリンオキシ)アセテート(III－６)、
アリル(５－クロロ－８－キノリンオキシ)アセテート(III－７)、
２－(２－プロピリデンイミノキシ)－１－エチル(５－クロロ－８－キノリンオキシ)アセ
テート(III－８)、
２－オキソプロパ－１－イル(５－クロロ－８－キノリンオキシ)アセテート(III－９)、
およびＥＰ－Ａ－０ ８６０ ７５０、ＥＰ－Ａ－０ ０９４３４９およびＥＰ－Ａ－０ １
９１ ７３６あるいはＥＰ－Ａ－０ ４９２ ３６６に記載されているような関連化合物。
【００５９】
ｆ）(５－クロロ－８－キノリンオキシ)マロン酸型の化合物、すなわち式(III)の化合物
で式中、(Ｒ17)n′＝５－Ｃｌ、Ｒ20＝ＯＲ24、Ｔ＝－ＣＨ(ＣＯＯ－アルキル)－で、好
ましくは以下の化合物、ジエチル(５－クロロ－８－キノリンオキシ)マロネート、ジアリ
ル(５－クロロ－８－キノリンオキシ)マロネート、メチルエチル(５－クロロ－８－キノ
リンオキシ)マロネート、およびＥＰ－Ａ－５８２１９８に記載されているような関連化
合物。
【００６０】
ｇ）ジクロロアセトアミド型、すなわち式(IV)の化合物、好ましくは以下のとおり：
Ｎ,Ｎ－ジアリル－２,２－ジクロロアセトアミド(ジクロルミド、ＵＳ－Ａ－４,１３７,
０７０に開示)、
４－ジクロロアセチル－３,４－ジヒドロ－３－メチル－２Ｈ－１,４－ベンゾキサジン(
ベノキサコール、ＥＰ ０ １４９ ９７４に開示)、
Ｎ１,Ｎ２－ジリル－Ｎ２－ジクロロアセチルグリシンアミド(ＤＫＡ－２４、ＨＵ ２１
４３８２１に開示)、
４－ジクロロアセチル－１－オキサ－４－アザ－スピロ〔４,５〕デカン(ＡＤ－６７)、
２,２－ジクロロ－Ｎ－(１,３－ジオキソラン－２－イルメチル)－Ｎ－(２－プロペニル)
アセトアミド(ＰＰＧ－１２９２)、
３－ジクロロアセチル－２,２,５－トリメチルオキサゾリジン、
３－ジクロロアセチル－２,２－ジメチル－５－フェニルオキサゾリジン、
３－ジクロロアセチル－２,２－ジメチル－５－(２－チエニル)オキサゾリジン、
３－ジクロロアセチル－５－(２－フラニル)－２，２－ジメチルオキサゾリジン(フリア
ゾール、ＭＯＮ １３９００)、
１－ジクロロアセチルヘキサヒドロ－３,３,８ａ－トリメチルピロロ〔１,２－ａ〕ピリ
ミジン－６(２Ｈ)－オン(ジシクロノン、ＢＡＳ １４５１３８)、
【００６１】
ｈ）群Ｂ(ｂ)の化合物、好ましくは以下のもの、
１,８－ナフタル酸無水物、
メチルジフェニルメトキシアセテート、
シアノメトキシイミノ(フェニル)アセトニトリル(シオメトリニル)、
１,３－ジオキソラン－２－イルメトキシイミノ(フェニル)アセトニトリル(オキサベトリ
ニル)、
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４′－クロロ－２,２,２－トリフルオロアセトフェノンＯ－１,３－ジオキソラン－２－
イルメチルオキシム(フルキソフェニム)、
４,６－ジクロロ－２－フェニルピリミジン(フェンクロリム)、
ベンジル２－クロロ－４－トリフルオロメチル－１,３－チアゾル－５－カルボキシレー
ト(フルラゾール)、
２－ジクロロメチル－２－メチル－１,３－ジオキソラン(ＭＧ－１９１)、
Ｎ－(４－メチルフェニル)－Ｎ′－(１－メチル－１－フェニルエチル)尿素(ダイムロン)
、
１－〔４－(Ｎ－２－メトキシベンゾイルスルファモイル)フェニル〕－３－メチル尿素、
１－〔４－(Ｎ－２－メトキシベンゾイルスルファモイル)フェニル〕－３,３－ジメチル
尿素、
１－〔４－(Ｎ－４,５－ジメチルベンゾイルスルファモイル)フェニル〕－３－メチル尿
素、
１－〔４－(Ｎ－ナフトイルスルファモイル)フェニル〕－３,３－ジメチル尿素、
(２,４－ジクロロフェノキシ)酢酸(２,４Ｄ)、
(４－クロロフェノキシ)酢酸、
(Ｒ,Ｓ)－２－(４－クロロ－ｏ－トリルオキシ)プロピオン酸(メコプロプ)、４－(２,４
－ジクロロフェノキシ)酪酸(２,４－ＤＢ)、
(４－クロロ－ｏ－トリルオキシ)酢酸(ＭＣＰＡ)、
４－(４－クロロ－ｏ－トリルオキシ)酪酸、
４－(４－クロロフェノキシ)酪酸、
３,６－ジクロロ－２－メトキシ安息香酸(ジカムバ)、
１－(エトキシカルボニル)エチル３,６－ジクロロ－２－メトキシベンゾエート(ラクチジ
クロア)、
並びにそれらの塩およびエステル、好ましくは(Ｃ1－Ｃ8)。
【００６２】
毒性緩和剤としてさらに好ましいものは、式(Ｖ)の化合物またはそれらの塩で、式中、
Ｒ30は水素、(Ｃ1－Ｃ6)アルキル、(Ｃ3－Ｃ6)シクロアルキル、フラニルまたはチエニル
で、最後の４ラジカルの各々は置換されていなくてもよく、またはハロゲン、(Ｃ1－Ｃ4)
アルコキシ、ハロ(Ｃ1－Ｃ6)アルコキシ、および(Ｃ1－Ｃ4)アルキルチオから成る群から
選ばれる１つまたは２つ以上の置換基によってで置換されていてもよく、さらに環状ラジ
カルの場合には、さらに(Ｃ1－Ｃ4)アルキルおよび(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキルで置換されて
いてもよく；
Ｒ31は水素であり；
Ｒ32はハロゲン、ハロ(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、ハロ(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、(Ｃ1－Ｃ4)アル
キル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスルホニルまたは(Ｃ1－Ｃ4)アルキル
カルボニル、好ましくはハロゲン、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル(例えばトリフルオロメチル)
、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、ハロ(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシカルボニル
または(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスルホニルであり；
Ｒ33は水素であり；
Ｒ34は、ハロゲン、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、ハロ(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、ハロ(Ｃ1－Ｃ4)アル
コキシ、(Ｃ3－Ｃ6)シクロアルキル、フェニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、シアノ、(Ｃ1－
Ｃ4)アルキルチオ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスルフィニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスルホニル、
(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシカルボニルまたは(Ｃ1－Ｃ4)アルキルカルボニル、好ましくはハロ
ゲン、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル(例えばトリフルオロメチル)、ハロ
(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、または(Ｃ1－Ｃ4)アルキルチオであり；
ｎは０、１または２であり；さらに
ｍは１または２である。
【００６３】
さらに好ましいものは式(VI)の毒性緩和剤で、式中、
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Ｒ35は水素、水素、(Ｃ1－Ｃ6)アルキル、(Ｃ3－Ｃ6)シクロアルキル、(Ｃ2－Ｃ6)アルケ
ニル、(Ｃ5－Ｃ6)シクロアルケニル、フェニルまたは、窒素、酸素およびイオウから成る
群から選ばれる３つまでの異種原子を有する３～６員の複素環で、最後の６つのラジカル
は、ハロゲン、(Ｃ1－Ｃ6)アルコキシ、(Ｃ1－Ｃ6)ハロアルコキシ、(Ｃ1－Ｃ2)アルキル
スルフィニル、(Ｃ1－Ｃ2)アルキルスルホニル、(Ｃ3－Ｃ6)シクロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)
アルコキシカルボニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルカルボニルおよびフェニルから成る群から選
ばれる１つまたは２つ以上の同一または異なる置換基によって場合によって置換されてい
てもよくさらに環状ラジカルの場合はさらに(Ｃ1－Ｃ4)アルキルおよび(Ｃ1－Ｃ4)ハロア
ルキルで置換されていてもよく；
Ｒ36は水素、(Ｃ1－Ｃ6)アルキル、(Ｃ2－Ｃ6)アルケニル、(Ｃ2－Ｃ6)アルキニルで、最
後の３つのラジカルは場合によって、ハロゲン、ヒドロキシル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(
Ｃ1－Ｃ4)アルコキシおよび(Ｃ1－Ｃ4)アルキルチオから成る群から選ばれる同一または
異なる１つもしくは２つ以上の置換基によって置換されていてもよく；
Ｒ37はハロゲン、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルコキシ、ニトロ、(Ｃ1－
Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、（Ｃ1－Ｃ4）アルキルスルホニル、(Ｃ1－Ｃ4)ア
ルコキシカルボニルまたは（Ｃ1－Ｃ4）アルキルカルボニルであり；
Ｒ38は水素であり；
Ｒ39はハロゲン、ニトロ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハロアルキル、(Ｃ1－Ｃ4)ハ
ロアルコキシ、(Ｃ3－Ｃ6)シクロアルキル、フェニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ、シアノ、
(Ｃ1－Ｃ4)アルキルチオ、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスルフィニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルキルスルホ
ニル、(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシカルボニルまたは(Ｃ1－Ｃ4)アルキルカルボニルであり；
ｎは０、１または２であり；さらに
ｍは１または２である。
【００６４】
式(VII)の毒性緩和剤の中でとりわけ好ましいものは以下のサブグループである：
－Ｒ48およびＲ49がＨ、(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、フェニル、フェニル(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、
(Ｃ1－Ｃ4)アルコキシ－(Ｃ1－Ｃ8)アルキル、(Ｃ3－Ｃ6)アルケニルまたは(Ｃ3－Ｃ6)ア
ルキニルである化合物で、フェニル環はＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＮＯ2、ＣＮ、ＯＣＨ3、(Ｃ1－
Ｃ4)アルキルまたはＣＨ3－ＳＯ2－によって置換されていてもよい；
－ＲaがＨである化合物；
－ＡがＲb－Ｙ3である化合物；
－ＥがＯである化合物；
－Ｑ1がＣＲ2

47である化合物；
－Ｒ47がＨである化合物；
－ｍ″が１で、ＥがＯまたはＳである化合物；
－ｍ″＝０である化合物；
－Ｒ40からＲ44までがＨで、ｍ″が１で、ＥがＯで、Ｑ1がＣＲ2

47で、さらにＡがＲb－
Ｙ3である化合物、特に、Ｒ47がＨで、ＲbがＣＨ3で、Ｙ3がＯである化合物；
Ｑ1がＣＲ2

47で、ｍ＝０である化合物、特にＲ44およびＲ47がＨで、ＡがＲb－Ｙ3であり
、ここでＲbは好ましくはメチルで、Ｙ3は好ましくはＯである化合物。
式(Ｉ)の除草剤の好ましい群は下記の表１から１６に示す。
【００６５】
【表１】
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【表２】
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【００６７】
【表３】

【００６８】
【表４】
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【表５】
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【表６】
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【表７】
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【表８】
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【表９】



(30) JP 4653307 B2 2011.3.16

10

20

30

【００７４】
【表１０】
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【表１１】
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【００７６】
【表１２】

【００７７】
【表１３】
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【表１４】
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【００７９】
【表１５】



(35) JP 4653307 B2 2011.3.16

10

20

30

40【００８０】
【表１６】



(36) JP 4653307 B2 2011.3.16

10

20

30

40

50

【００８１】
式(II)－(VII)の毒性緩和剤(解毒剤)および群(ｂ)の化合物、例えば上記の群ａ)－ｈ)の
毒性緩和剤は、式(Ｉ)の除草活性を有する物質を有用な作物に用いた場合発生する可能性
がある植物毒性作用を、これら除草活性を有する物質の有害な植物に対する作用に実質的
に影響を与えることなく低下させるかまたは防止する。これによって、通常の作物保護生
成物の適用分野が顕著に拡大され、前記除草剤の使用がこれまで不可能または限定されて
いた、すなわち低い割合および限定範囲で使用されていた、例えばコムギ、オオムギ、ト
ウモロコシおよび他の作物にまで拡大することが可能になる。
【００８２】
除草活性物質および前述の毒性緩和剤は、(レディミックスとしてまたはタンク混合の方
法によって)一緒に用いるか、または所望する任意の順序で連続的に用いることができる
。毒性緩和剤：除草活性物質の重量比は広い限定範囲の中で変動可能で、好ましくは１：
１００から１００：１、特に１：１０から１０：１の範囲にある。各事例で用いられる除
草活性物質と毒性緩和剤の最適な量は、使用される除草活性物質の種類または使用される
毒性緩和剤に応じて、さらに処置されるべき成長中の作物の種によって左右され、単純な
日常的予備実験によって個々の事例で判定することができる。
【００８３】
本発明の配合物の主要な適用分野は、特にトウモロコシおよび穀類作物(例えばコムギ、
ライムギ、オオムギ、エンバク、コメ、モロコシ)、さらにまた綿花およびダイズで、好
ましくは穀類、コメおよびトウモロコシである。
それらの特性により本発明にしたがって用いられる毒性緩和剤は、作物の種子を予備処理
するために用いるか(シードドレッシング)、または種蒔きの前に種子の畝に混ぜるかもし
くは植物の発芽の前後に除草剤と一緒に用いてもよい。発芽前処理には、播種前の耕作領
域の処置だけでなく、種子が蒔かれているがまだ植物が出現していない耕作領域の処置が
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含まれる。除草剤と一緒に用いる混合適用が好ましい。この目的のために、タンク混合物
またはレディミックスを用いることができる。
【００８４】
必要な毒性緩和剤の適用比は広い限定範囲内で、指示および使用される除草活性物質にし
たがって変動させることができ、一般に１ヘクタールにつき０.００１から５kg、好まし
くは０.００５から０.５kgの範囲の活性物質である。
したがって、本発明はまた式(Ｉ)の除草剤の植物毒性副作用から作物を保護する方法に関
する。本方法は、式(II)、(III)、(IV)、(Ｖ)、(VI)、(VII)の化合物および／または群(
ｂ)から選ばれた化合物の解毒有効量を植物、植物の種子または耕作領域に、式(Ｉ)の除
草活性物質Ａの適用前、後または同時に使用することを含む。
【００８５】
本発明の除草剤／毒性緩和剤配合物はまた、既に知られているか、または今後開発される
遺伝子工学処理作物において有害な植物を制御するために用いることができる。一般的に
、遺伝子導入植物は、特定の有利な特性、例えばある種の作物保護薬剤に対する耐性、植
物の病気に対する耐性、または植物の病気を引き起こす植物病原体(特に昆虫または微生
物(例えば真菌、細菌またはウイルス))に対する耐性によって区別される。他の具体的な
特性は、例えば量、品質、保存特性、組成および固有の成分において収穫物に関係するも
のである。したがって、澱粉含有量が増加した遺伝子導入植物または澱粉の品質が改変さ
れた遺伝子導入植物が存在し、または収穫物で異なる脂肪酸組成を有する遺伝子導入植物
が知られている。
【００８６】
本発明の配合物は、有用な植物および鑑賞植物で経済的に重要な遺伝子導入作物、例えば
穀類、例えばコムギ、オオムギ、ライムギ、エンバク、モロコシ、アワ、コメ、キャッサ
バおよびトウモロコシまたは他の作物、サトウダイコン、綿花、ダイズ、ナタネ、ジャガ
イモ、トマト、エンドウおよび他の野菜で使用される。
本発明の配合物を遺伝子導入作物に用いる場合、他の作物で観察されるべき有害な植物に
対する作用は、対象の遺伝子導入作物に適用した場合にはしばしば特異的な作用によって
達成される。そのような作用は、例えば制御可能な雑草の範囲の改変または特異的な拡大
、使用可能な適用比の改変、遺伝子導入作物が耐性を示す除草剤との極めて良好な適合、
および遺伝子導入作物の成長および収量の改変である。
本発明はしたがってまた本発明の配合物を遺伝子導入植物において有害な植物を制御する
ために使用することに関する。
【００８７】
式(III)－(VII)および群(ｂ)の毒性緩和剤と上記の式(II)の除草活性物質の１つまたは２
つ以上との配合物は、具体的な生物学的および／または物理化学的パラメーターにしたが
って多様な方法で製剤化できる。
適当であると考えられる製剤の例は以下のとおりである：
湿潤可能粉末(ＷＰ)、乳化可能濃縮物(ＥＣ)、水溶性粉末(ＳＰ)、水溶性濃縮物(ＳＬ)、
濃縮乳液(ＢＷ)(例えば水中油および油中水乳液)、噴霧可能溶液または乳液、カプセル分
散物(ＣＳ)、油性または水性基剤分散液(ＳＣ)、分散乳液、分散濃縮物、ダスト(ＤＰ)、
油混合性溶液(ＯＬ)、種子処理用生成物、以下の形態の顆粒(ＧＲ)；微粒子顆粒、噴霧用
顆粒、被覆顆粒および吸収用顆粒、土壌適用または散布用顆粒、水溶性顆粒(ＳＧ)、水に
分散性の顆粒(ＷＧ)、ＵＶＬ製剤、ミクロカプセルおよびワックス。
【００８８】
これら個々の製剤のタイプは本質的には既知で、例えば以下の文献に記載されている：Wi
nnacker-Kuechler, “Chemische Technologie"(ChemicalTechnology), Vol.7, C. Hauser
 Verlag Munich, 4th Edition 1986; Wade van Valkenburg, “Pesticide Formulations"
, Marcel Dekker N.Y., 1973; K. Martens, “Spray Drying Handbrook", 3rd Edition 1
979, G. Goodwin Ltd. London。
【００８９】
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必要な製剤補助剤、例えば不活性物質、界面活性剤、溶媒および他の添加物もまた知られ
ており、例えば以下の文献に記載されている：Watkins, “Handbook of Insecticide Dus
t Diluents and Carriers", 2nd Ed., Darland Books, Caldwell N.J., H.v. Olphen, “
Introduction to Clay Colloid Chemistry"; 2nd Ed., J. Wiley & Sons, N.Y.; C. Mars
den, “Solvents Guide"; 2nd Ed., Interscience, N.Y. 1963; McCutcheon's “Deterge
nts and Emulsifiers Annual", MC Publ. Corp., Ridgewood N.J.; Sisley and Wood, “
Encyclopedia of Surface Active Agents", Chem. Publ. Co. Inc., N.Y. 1964; Schoenf
eldt, “Grenzflaechenaktive Aethylenoxidaddukte"(Surfece-Active Ethylene Oxide A
dducts), Wiss. Verlagsgesell., Stuttgart 1976; Winnacker-Kuechler, “Chemische T
echnologie"(ChemicalTechnology), Vol.7, C. Hauser Verlag Munich, 4th Edition 198
6。
【００９０】
これらの製剤を主剤として、作物保護剤として作用する他の物質、例えば殺昆虫剤、殺ダ
ニ剤、除草剤、殺真菌剤と、さらに毒性緩和剤、肥料および／または成長調節剤との配合
物を、例えばレディミックスまたはタンク混合物として製造することが可能である。
湿潤可能粉末は、水の中で均一に分散できる調製物で、活性物質の他にイオン性および／
または非イオン性界面活性剤(湿潤剤、分散剤)、例えばポリオキシエチル化アルキルフェ
ノール、ポリオキシエチル化脂肪アルコール、ポリオキシエチル化脂肪アミン、脂肪アル
コールポリグリコールエーテルスルフェート、アルカンスルホネート、アルキルベンゼン
スルホネート、ナトリウムリグノスルホネート、ナトリウム２,２′－ジナフチルメタン
－６,６′－ジスルホネート、ナトリウムジブチルナフタレンスルホネート、または他の
ナトリウムオレオイルメチルタウリネートを希釈剤または不活性物質の他に含んでいる。
湿潤可能粉末を製造するためには、除草活性物質を、例えばハンマーミル、送風式ミルお
よびエアージェットミルのような通常の装置で細かくすりつぶし、さらに同時にまたは連
続して製剤補助剤と混合する。
【００９１】
乳化可能濃縮物は、例えば、１つまたは２つ以上のイオン性および／または非イオン性界
面活性剤(乳化剤)を添加しながら、有機溶媒(例えばブタノール、シクロヘキサノン、ジ
メチルホルムアミド)また他には、高沸点炭化水素(例えば飽和または不飽和脂肪族炭化水
素もしくは脂環式炭化水素)、芳香族または有機溶媒の混合物中に活性物質を溶解させる
ことによって製造される。乳化剤として用いることができる物質の例は、カルシウムアル
キルアリールスルホネート(例えばカルシウムドデシルベンゼンスルホネート)または非イ
オン性乳化剤(例えば脂肪酸ポリグリコールエステル、アルキルアリールポリグリコール
エーテル、脂肪酸アルコールポリグリコールエーテル、プロピレンオキシド／エチレンオ
キシド縮合物、アルキルポリエーテル、ソルビタンエステル、例えば、ソルビタン脂肪酸
エステルまたはポリオキシエチレンソルビタンエステル、例えばポリオキシエチレンソル
ビタン脂肪酸エステルである。
【００９２】
ダストは一般に、細かく分散させた固形物質、例えばタルク、天然粘土、例えばカオリン
、ベントナイトおよびパイロフィライトまたは圭藻土とともに活性物質をすりつぶすこと
によって得られる。
分散濃縮物は水または油を主剤とすることができる。それらは、例えば市販のビーズミル
を用い、界面活性剤の存在下または非存在下で湿潤研磨を実施することによって製造でき
る。界面活性剤は、例えば他の製剤タイプの場合について上記で既に述べたものである。
【００９３】
乳化物(例えば油中水乳液(ＥＷ))は、例えば界面活性剤(例えば他の製剤タイプの場合に
ついて上記で既に述べたもの)の存在下または非存在下で水性有機溶媒を用いて攪拌装置
、コロイドミルおよび／または固定ミキサーによって製造できる。
顆粒は、活性物質を粘着性顆粒化不活性物質に噴霧するか、または活性物質濃縮物を担体
(例えば砂、カオリンまたは顆粒化不活性物質)表面に結合剤(例えばポリビニルアルコー
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ル、ナトリウムポリアクリレートまたはその外には鉱物油)とともに散布することによっ
て製造できる。適当な活性物質はまた、肥料顆粒の製造で一般的な態様で、所望の場合は
肥料との混合物として顆粒化できる。一般的には、水分散性顆粒は、一般的な方法(例え
ば噴霧乾燥、流動床顆粒化、ディスク顆粒化)により、高速ミキサーで混合し、固形不活
性物質の非存在下で押し出しながら製造できる。
【００９４】
ディスク型流動床押し出し噴霧式顆粒の製造の場合は、例えば以下の方法を参照されたい
：“Spray-Drying Handbook", 3rd Ed. 1979, G. Goodwin Ltd., London; J.E. Browning
, “Agglomeration", Chemical and Engineering 1967, pages147 et seq.; “Perry's C
hemical Engineer's Handbook", 5th Ed., McGraw-Hill, New York 1973, p.8-57。
作物保護生成物の製剤化についてのいっそうの詳細については、例えば以下の文献を参照
されたい：“Weed Control as a Science", John Wiley & Sons, Inc., New York, 1961,
 pages 81-96; J.D. Freyer, S.A. Evans, “Weed Control Handbook", 5th Ed., Blackw
ell Scientific Publications, Oxford, 1968, pages 101-103。
【００９５】
一般的に、農業用化学調製物は、式(II)－(VII)および／または(ｂ)の活性物質、または
活性物質(Ｉ)および(II)－(VII)および／または(ｂ)の除草剤／解毒剤混合物の重量で０.
１～９９％、特に重量で０.１～９５％、並びに固形または液体添加物の重量で１～９９.
９％、特に重量で５～９９.８％、並びに界面活性剤の重量で０～２５％、特に重量で０.
１～２５％を含む。
【００９６】
湿潤可能粉末の場合には、活性物質の濃度は、例えば重量で約１０～９０％で、重量で１
００％にするための残余物は一般的な製剤成分で構成される。乳化可能濃縮物の場合には
、活性物質の濃度は例えば重量で約１～８０％である。ダスト形製剤は重量で１～２０％
の活性物質を含み、噴霧可能溶液は重量で約０.２～２０％の活性物質を含む。顆粒(例え
ば水分散性顆粒)の場合には、活性物質の含有量は、部分的には活性化合物が液体中に含
まれるかまたは固体形であるかによって左右される。水に分散性の顆粒の活性物質含有量
は、例えば重量で１０～９０％の間である。
これの他に、上記の活性物質製剤は、適当な場合には、各事例で一般的な粘着剤、湿潤剤
、分散剤、乳化剤、浸透剤、保存料、抗凍結剤、溶媒、充填剤、担体、着色剤、泡立ち防
止剤、蒸発抑制剤並びにｐＨおよび粘性調節物質を含む。
【００９７】
混合製剤またはタンクミックスとしての本発明の除草剤／毒性緩和剤混合物と一緒に用い
ることができる成分は、例えば以下の文献に記載されている既知の活性物質である：Weed
 Research 26, 441-445(1986)；または“The Pestcide Manual", 10th Ed., The British
 Crop Protection Council, (1994)、およびそれらに引用されている文献。文献に記載さ
れている除草剤として例示できる、本発明の混合物と併用できる活性物質の例は以下のと
おりである(注記：ＩＳＯ(International Organization for Standardization)による化
合物の一般名または化学名が、適当な場合には一般的コード番号と一緒に表示されている
)：
【００９８】
アセトクロア；アシフルオルフェン；アクロニフェン；ＡＫＨ７０８８、すなわち〔〔〔
１－〔５－〔２－クロロ－４－(トリフルオロメチル)フェノキシ〕－２－ニトロフェニル
〕－２－メトキシエチリデン〕アミノ〕オキシ〕－酢酸およびそのメチルエステル；アラ
クロア；アロキシジム；アメトリン；アミドスルフロン；アミトロール；ＡＭＳ、すなわ
ちアンモニウムスルファメート；アニロフォス；アスラム；アトラジン；アザフェニジン
(ＤＰＸ－Ｒ６４４７)、アジムスルフロン(ＤＰＸ－Ａ８９４７)；アジプロトリン；バル
バン；ＢＡＳ５１６Ｈ、すなわち５－フルオロ－２－フェニル－４Ｈ－３,１－ベンゾキ
サジン－４－オン；ベナゾリン；ベンフルラリン；ベンフレセート；ベンスルフロン－メ
チル；ベンスリド；ベンタゾン；ベンゾフルオア；ベンゾイルプロパ－エチル；ベンズチ
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アズロン；ビアラフォス；ビフェノクス；ビスピリバク－ナトリウム(ＫＩＨ－２０２３)
、ブロマシル；ブロモブチド；ブロモフェノキシム；ブロモキシニル；ブロムロン；ブミ
ナフォス；ブソキシノン；ブタクロア；ブタミフォス；ブテナクロア；ブチダゾル；ブト
ラリン；ブトロキシジム(ＩＣＩ－０５００)、ブチレート；カフェンストロール(ＣＨ－
９００)；カルベタミド；カフェントラゾン；ＣＤＡＡ、すなわち２－クロロ－Ｎ,Ｎ－ジ
－２－プロペニルアセトアミド；ＣＤＥＣ、すなわち２－クロロアリルジエチルジチオカ
ルバメート；クロメトキシフェン；クロラムベン；クロランスラム－メチル(ＸＤＥ－５
６５)、クロラジフォプ－ブチル、クロルブロムロン；クロルブファム；クロルフェナッ
ク；クロルフルレコル－メチル；クロリダゾン；クロリムロンエチル；クロルニトロフェ
ン；クロロトルロン；クロロクスロン；クロルプロファム；クロルスルフロン；クロルサ
ル－ジメチル；クロルチアミド；シニドン－エチル；シンメチリン；シノスルフロン；ク
レフォキシジム；クレトジム；クロジナフォプおよびそのエステル誘導体(例えばクロジ
ナフォプ－プロパルギル)；クロマゾン；クロメプロプ；クロプロキシジム；クロピラリ
ド；クミルロン(ＪＣ９４０)；シアナジン；シクロエート；シクロスルファムロン(ＡＣ
０１４)；シクロキシジム；シクルロン；シハロフォプおよびそのエステル誘導体(例えば
ブチルエステル、ＤＨＥ－１１２)；シペルクォート；シプラジン；シプラゾル；２,４－
ＤＢ；ダラポン;
【００９９】
デスメジファム；デスメトリン；ジ－アレート；ジカムバ；ジクロベニル；ジクロアプロ
プおよびそのエステル、例えばジクロフォプ－メチル；ジクロスラム(ＸＤＥ－５６４)、
ジエタチル；ジフェノクスロン；ジフェンゾクォート；ジフルフェニカン；ジフルフェン
ゾピル－ナトリウム(ＳＡＮ－８３５Ｈ)、ジメフロン；ジメタクロア；ジメタメトリン；
ジメテナミド(ＳＡＮ－５８２Ｈ)；ジメタゾン；５－(４,６－ジメチルピリミジン－２－
イル－カルバモイルスルファモイル)－１－(２－ピリジル)－ピラゾール－４－カルボキ
シレート、(ＮＣ－３３０)；クロマゾン；ジメチピン；ジメトラスルフロン、ジニトラミ
ン；ジノセブ；ジノテルブ；ジフェナミド；ジプロペトリン；ジクォート；ジチオピル；
ジウロン；ＤＮＯＣ；エグリナジン－エチル；ＥＬ１７７、すなわち５－シアノ－１－(
１,１－ジメチルエチル)－Ｎ－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボクスアミド；エン
ドタール；エポプロダン(ＭＫ－２４３)、ＥＰＴＣ；エスプロカルブ；エタールフルラリ
ン；エタメトスルフロン－メチル；エチジムロン；エチオジン；エトフメセート；Ｆ５２
３１、すなわちＮ－〔２－クロロ－４－フルオロ－５－〔４－(３－フルオルプロピル)－
４,５－ジヒドロ－５－オキソ－１Ｈ－テトラゾル－１－イル〕フェニル〕エタンスルホ
ンアミド；エトキシフェンおよびそのエステル(例えばエチルエステル、ＨＮ－２５２)；
エトキシスルフロン(ＥＰ３４２５６９で開示)エトベンザニド(ＨＷ５２)；３－(４－エ
トキシ－６－エチル－１,３,５－トリアジン－２－イル)－１－(２,３－ジヒドロ－１,１
－ジオキソ－２－メチルベンゾ〔ｂ〕チオフェン－７－スルホニル)尿素(ＥＰ－Ａ－７９
６８３)；３－(４－エチル－６－メトキシ－１,３,５－トリアジン－２－イル)－１－(２
,３－ジヒドロ－１,１－ジオキソ－２－メチルベンゾ〔ｂ〕チオフェン－７－スルホニル
)尿素(ＥＰ－Ａ－７９６８３)；フェノプロプ；フェノキサン、フェノキサプロプおよび
フェノキサプロプ－Ｐおよびそれらのエステル、例えばフェノキサプロプ－Ｐ－エチルお
よびフェノキサプロプ－エチル；フェノキシジム；フェントラズアミド(ＮＢＡ－０６１)
；フェヌロン；フラムプロプ－メチル；フラザスルフロン；フルフェナセト(ＢＡＹ－Ｆ
ＯＥ－５０４３)、フルアジフォプおよびフルアジフォプ－Ｐ、フロラスラム(ＤＥ－５７
０)およびそれらのエステル、例えばフルアジフォプ－ブチルおよびフルアジフォプ－Ｐ
－ブチル；フルアゾレート(Ｍｏｎ－４８５００)、フルクロラリン；フルカルバゾン－ナ
トリウム；フルメトスラム；フルメトウロン；フルミクロラクおよびそれらのエステル(
例えばペンチルエステル、Ｓ－２３０３１)；フルミオキサジン(Ｓ－４８２)；フルミプ
ロピン；フルポキサム(ＫＮＷ－７３９)；フルオロジフェン;
【０１００】
フルオログリコフェン－エチル；フルプロパシル(ＵＢＩＣ－４２４３)；フルピルスルフ
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ロン－メチルナトリウム(ＤＰＸ－ＫＥ４５９)、フルリドン；フルロクロリドン；フルロ
キシピル；フルルタモン；フルチアセト－メチル(ＫＩＨ－９２０１)、フォメサフェン；
ホサミン；フリルオキシフェン；グルホシネート；グリフォセート；ハロサフェン；ハロ
スルフロンおよびそのエステル(例えばメチルエステル、ＮＣ－３１９)；ハロキシフォプ
およびそのエステル；ハロキシフォプ－Ｐ(＝Ｒ－ハロキシフォプ)およびそのエステル；
ヘキサジノン；イマザメタベンズ－メチル；イマザモクス(ＡＣ－２９９２６３)、イマザ
ピル；イマザキンおよび塩、例えばアンモニウム塩；イマゼタメタピル；イマゼタピル；
イマゾスルフロン；ヨードスルフロン(メチル－４－ヨード－２－〔３－(４－メトキシ－
６－メチル－１，３，５－トリアジン－２－イル)ウレイドスルホニル〕－ベンゾエート
、ナトリウム塩、ＷＯ９２／１３８４５)；イオキシニル；イソカルバミド；イソプロパ
リン；イソプロツロン；イソウロン；イソキサベン；イソキサピリフォプ；カルブチレー
ト；ラクトフェン；レナシル；リヌロン；ＭＣＰＡ；ＭＣＰＢ；メコプロプ；メフェナセ
ト；メフルイディッド；メタミトロン；メタザクロア；メタベンズチアズロン；メタム；
メタゾール；メトキシフェノン；メチルダイムロン；メトベンズロン；メチル＝２－〔３
－(４,６－ジメトキシピリミジン－２－イル)ウレイドスルホニル〕－４－メタンスルホ
ンアミドメチルベンゾエート(ＷＯ ９５／１０５０７)；メトベンズロン；メトブロムロ
ン；メトラクロア；Ｓ－メトラクロア、メトスラム(ＸＲＤ５１１)；メトキシウロン；メ
トリブジン；メトスルフロン－メチル；ＭＨ；モリネート；モナリド；モノカルバミドジ
ヒドロゲンスルフェート；モノリヌロン；モヌロン；ＭＴ１２８、すなわち６－クロロ－
Ｎ－(３－クロロ－２－プロペニル)－５－メチル－Ｎ－フェニル－３－ピラジダジンアミ
ン；ＭＴ５９５０、すなわちＮ－〔３－クロロ－４－(１－メチルエチル)フェニル〕－２
－メチルペンタンアミド；Ｎ,Ｎ－ジメチル－２－〔３－(４,６－ジメトキシピリミジン
－２－イル)ウレイドスルホニル〕－４－フォルミルアミノベンズアミド(ＷＯ ９５／１
３４４)；ナプロアニリド；ナプロアミド；ナプタラム；ＮＣ３１０、すなわち４－(２,
４－ジクロロベンゾイル)－１－メチル－５－ベンジルオキシピラゾール；ネブロン；ニ
コスルフロン；ニピラクロフェン；ニトラリン；ニトロフェン；ニトロフルオルフェン；
ノルフルラゾン；オルベンカルブ；オリザリン；オキサジアルギル(ＲＰ－０２０６３０)
；オキサジアゾン；オキサジクロメフォン(ＭＹ－１００)、オキシフルオルフェン；オキ
サスルフロン(ＣＧＡ－２７７４７６)、パラクォート;ペブレート；ペンジメタリン；ペ
ントキサゾン(ＫＰＰ－３１４)、ペルフルイドン；フェニソファム；フェンメジファム；
ピクロラム；ピペロフォス；ピリブチカルブ；ピリフェノプ－ブチル；プレチラクロア；
プリミスルフロン－メチル;
【０１０１】
プラカルバゾン－ナトリウム；プロシアジン；プロジアミン；プロフルラリン；プログリ
ナジン－エチル；プロメトン；プロメトリン；プロパクロア；プロパニル；プロパキザフ
ォプおよびそのエステル；プロパジン；プロファム；プロピソクロア；プロピザミド；プ
ロスルファリン；プロスルフォカルブ；プロスルフロン(ＣＧＡ－１５２００５)；プリナ
クロア；ピラフルフェン－エチル(ＥＴ－７５１)；ピラゾン；ピラゾスルフロン－エチル
；ピラゾキシフェン；ピリベンゾキシム、ピリダフォル；ピリデート；ピリミノバク－メ
チル(ＫＩＨ－６１２７)、ピリチオバク(ＫＩＨ－２０３１)；ピロキソフォプおよびその
エステル(例えばプロパギルエステル)；キンクロラク；キンメラク；キノフォプおよびそ
のエステル誘導体、キザロフォプおよびキザロフォプ－Ｐおよびそれらのエステル誘導体
、例えばキザロフォプ－エチル；キザロフォプ－Ｐ－テフリルおよび－エチル；レンリド
ゥロン；リムスルフロン(ＤＰＸ－Ｅ９６３６)；Ｓ２７５、すなわち２－〔４－クロロ－
２－フルオロ－５－(２－プロピニルオキシ)フェニル〕－４,５,６,７－テトラヒドロ－
２Ｈ－インダゾール；セクブメトン；セトキシジム；シドゥロン；シマジン；シメトリン
；ＳＮ１０６２７９、すなわち２－〔〔７－〔２－クロロ－４－(トリフルオロメチル)フ
ェノキシ〕２－ナフタレニル〕オキシ〕－プロパン酸およびそのメチルエステル；スルフ
ェントラゾン(ＦＭＣ－９７２８５、Ｆ－６２８５)；スルファズロン；スルフォメツロン
－メチル；スルフォセート(ＩＣＩ－Ａ０２２４)；スルフォスルフロン(ＭＯＮ－３７５
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００)、ＴＣＡ；テブタム(ＧＣＰ－５５４４)；テブチウロン；テプラルオキシジム(ＢＡ
Ｓ－６２０Ｈ)、テルバシル；テルブカルブ；テルブクロア；テルブメトン；テルブチラ
ジン；テルブトリン；ＴＦＨ４５０、すなわちＮ,Ｎ－ジエチル－３－〔(２－エチル－６
－メチルフェニル)スルフォニル〕－１Ｈ－１,２,４－トリアゾール－１－カルボクスア
ミド；テニルクロア(ＮＳＫ－８５０)；チアザフルロン；チアゾピル(Ｍｏｎ－１３２０
０)；チジアジミン(ＳＮ－１２４０８５)；チフェンスルフロン－メチル；チオベンカル
ブ；チオカルバジル；トラルコキシジム；トリ－アレート；トリアスルフロン；トリアジ
フラム(ＤＨ－１１０５)；トリアゾフェンアミド；トリベヌロン－メチル；トリクロピル
；トリジファン；トリエタジン；トリフルラリン；トリフルスルフロンおよびエステル(
例えばメチルエステル、ＤＰＸ－６６０３７)；トリメツロン；チトデフ；ベルノレート
；ＷＬ１１０５４７、すなわち５－フェノキシ－１－〔３－(トリフルオロメチル)フェニ
ル〕－１Ｈ－テトラゾール；ＵＢＨ－５０９；Ｄ－４８９；ＬＳ８２－５５６；ＫＰＰ－
３００；ＫＰＰ－４２１、ＭＴ－１４６、ＮＣ－３２４；ＫＨ－２１８；ＤＰＸ－Ｎ８１
８９；ＤＯＷＣＯ－５３５；ＤＫ－８９１０；Ｖ－５３４８２；ＰＰ－６００；ＭＢＨ－
００１。
【０１０２】
市販の形態を有する製剤を使用するためには、所望する場合は通常の態様、例えば湿潤可
能粉末、乳化可能濃縮物、分散物および水に分散性の顆粒の場合は水を用いて希釈する。
ダスト、土壌顆粒、散布用顆粒および噴霧可能溶液の形状を有する調製物は、通常は使用
前に他の不活性物質でさらに希釈することはない。
式(Ｉ)の除草剤の必要な適用率は、外的条件、とりわけ温度、湿度および使用する除草剤
の性質により変動する。適用率は広い範囲内、例えば０.００１から１０.０kg／haまたは
それ以上の活性成分範囲(好ましくは０.００５から５kg／ha)で変動しうる。
【０１０３】
【実施例】
以下の実施例は本発明を詳述しようとするものである。
Ａ．製剤実施例
ａ）ダストは、重量で１０部の式(II)－(VII)の化合物および／または(群(ｂ)から)、ま
たは式(Ｉ)の除草活性物質と式(II)－(VII)の毒性緩和剤および／または群(ｂ)からの物
質との活性物質混合物を、不活性物質として重量で９０部のタルクを混合し、さらにこの
混合物をハンマーミルで粉末化することによって得ることができる。
【０１０４】
ｂ）水に直ちに分散できる状態の湿潤可能粉末は、重量で２５部の式(II)、(III)、(IV)
および／または(Ｂ(ｂ))の化合物、または式(Ｉ)の除草活性物質と式(II)、(III)、(IV)
の毒性緩和剤および／または群Ｂ(ｂ)の物質との活性物質混合物を、不活性物質として重
量で６４部のカオリン含有石英、湿潤剤および分散剤として重量で１０部のカリウムリグ
ノスルホネートおよび重量で１部のナトリウムオレオイルメチルタウリネートと混合し、
さらにこの混合物を固定円盤ミルですりつぶして得ることができる。
【０１０５】
ｃ）水に直ちに分散できる分散濃縮物は、重量で２０部の式(II)－(VII)および／または
群(ｂ)の化合物、または式(Ｉ)の除草活性物質と式(II)－(VII)の毒性緩和剤および／ま
たは群(ｂ)の物質との活性物質混合物を、重量で６部のアルキルフェノールポリグリコー
ルエーテル(トリトンＸ２０７(登録商標))、重量で３部のイソトリデカノールポリグリコ
ールエーテル(８ＥＯ)および重量で７１部のパラフィン鉱物油(沸騰範囲は、例えば約２
５５から２７７℃以上)と混合し、さらにこの混合物をボールミルで５ミクロン以下の細
かさにすりつぶして得ることができる。
【０１０６】
ｄ）乳化可能濃縮物は、重量で１５部の式(II)－(VII)および／または群(ｂ)の化合物、
または式(Ｉ)の除草活性物質と式(II)－(VII)の毒性緩和剤および／または群(ｂ)の物質
との活性物質混合物、溶媒として重量で７５部のシクロヘキサノン、および乳化剤として
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重量で１０部のエトキシル化ノニルフェノールから得ることができる。
【０１０７】
ｅ）水分散性顆粒は、
重量で７５部の式(II)－(VII)および／または群(ｂ)の化合物、または式(Ｉ)の除草活性
物質と式(II)－(VII)の毒性緩和剤および／または群ｂの物質との活性物質混合物を、
重量で１０部のカルシウムリグノスルホネート、
重量で５部のラウリル硫酸ナトリウム、
重量で３部のポリビニルアルコール、および
重量で７部のカオリンと混合し、さらにこの混合物を固定円盤ミルですりつぶし、さらに
この粉末を流動床で顆粒化液として水に噴霧して得ることができる。
【０１０８】
ｆ）水に分散性の顆粒はまた、
重量で２５部の式(II)－(VII)および／または群(ｂ)の化合物、または式(Ｉ)の除草活性
物質と式(II)－(VII)の毒性緩和剤および／または群(ｂ)の物質との活性物質混合物を、
重量で５部のナトリウム２,２′－ジナフチルメタン－６,６′－ジスルフォネート、
重量で２部のナトリウムオレオイルメチルタウリネート、
重量で１部のポリビニルアルコール、
重量で１７部の炭酸カルシウム、および
重量で５０部の水をコロイドミルで均質化および予備粉末化し、続いてこの粉末をビーズ
ミルですりつぶし、得られた分散物を噴霧塔で単物質ノズルによって乾燥させて得られる
。
【０１０９】
生物試験例
１．被害検定
植物に対する被害を、以下のスケール０～１００％を用いコントロール植物との目による
比較で検定する：
０％＝未処理植物と比較して顕著な影響はない、
１００％＝処理植物が枯れる。
２．発芽前の除草剤作用および毒性緩和剤の作用
作物植物の単子葉および双子葉雑草の種子を直径９cmのプラスチック植木鉢中の砂を含む
ローム土壌に静置し、土壌で被覆した。また別に、水田条件下でコメの栽培中に見つかっ
た雑草を検査のために水に浸かった土壌で栽培する。この植木鉢は、水が土壌の表面に達
するか、または表面が数ミリメートル水に浸されるような量の水で満たされている。本発
明の除草剤と毒性緩和剤の活性物質配合物を続いて被覆土壌の表面に３００Ｌ／ha(変換
された値)の水の適用率で乳剤形で適用するか、またはコメの場合は灌漑水に加える(各々
の事例で種々の用量で)。これらの配合物は乳剤濃縮物として製剤化され、さらに平行実
験における個々の活性物質も同じように製剤化される。
【０１１０】
処置後、植木鉢を温室に静置し、良好な成育条件下で保持する。３－４週の検査期間後に
検査植物が発芽した後で、植物に対する損害、または発芽に対する損害を未処置コントロ
ールと目で比較することによって検定する。検査結果に示したように、本発明の除草剤組
成物は、広い範囲の単子葉(grass)雑草および双子葉雑草に対して良好な発芽前除草作用
を示し、一方、トウモロコシ、コメ、コムギもしくはオオムギまたは他の穀類のような作
物植物に対する損害は、毒性緩和剤なしに個々の除草剤を用いた場合と比較して顕著に低
下する。すなわち、除草剤による損害は３０％から１００％低下する。
【０１１１】
３．発芽後の除草剤作用および毒性緩和剤作用
単子葉および双子葉の雑草植物および作物植物の種子をプラスチック植木鉢中の砂を含む
ローム土壌に静置し、土壌で被覆して良好な成育条件下で温室で成育させる。また別に、
コメの栽培中に見つかった雑草およびコメを、水田条件下での検査のために、土壌表面が
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２cmまで水に浸かった植木鉢で成育させ、成育期間中栽培する。播種後約３週間経ってか
ら、検査植物を３枚葉ステージで処置する。本発明の除草剤と毒性緩和剤の活性物質配合
物(これは乳剤濃縮物として製剤化されている)、および平行実験では個々の活性物質(同
じように製剤化されている)を植物の緑色部分に種々の濃度で、３００Ｌ／ha(変換された
値)の水の適用率で噴霧する。検査植物を理想的な成育条件下で３週間温室に置いた後、
生成物の作用を未処置コントロールと目で比較することによって検定する。コメまたはコ
メの栽培中に見つかった雑草の場合は、活性物質はまた灌漑用水に直接添加するか(いわ
ゆる顆粒適用と呼ばれるものと同じように適用)、または植物上および灌漑用水中に噴霧
する。結果として、特に表１７および１８に示したものは、本発明の除草剤組成物は、広
い範囲の単子葉雑草および双子葉雑草に対して良好な発芽後除草活性を示し、一方、トウ
モロコシ、コメ、コムギもしくはオオムギまたは他の穀類のような作物植物に対する損害
は、毒性緩和剤なしに個々の除草剤を用いた場合と比較して顕著に低下することを示して
いる。すなわち、除草剤による損害は３０％から１００％低下する。
【０１１２】
【表１７】

【０１１３】
【表１８】
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